
  
  

  

  

 

（１）　　平成26年（2014）年５月１日 白　　稜　　会　　報 第　61　号

白稜会総会にご参加ください

さ
れ
て
い
ま
す
。（
６
ペ
ー
ジ

参
照
）

　

総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
で

は
、
母
校
の
思
い
出
話
、
旧
交

を
温
め
て
頂
き
、
豪
華
賞
品
多

数
の
く
じ
引
き
も
お
楽
し
み
下

さ
い
。

　

白
稜
会
の
活
性
化
、
並
び
に

母
校
の
サ
ポ
ー
ト
に
向
け
、
何

卒
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

公
彦
氏
（
高
校
11
期
）
が
主
宰

　

恒
例
、
６
月
第
２
日
曜
日
は

白
稜
会
総
会
の
日
で
す
。
今
年

は
６
月
８
日
（
日
）
に
昨
年
と

同
じ
「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
」

で
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
で
大
好
評
を
頂

き
ま
し
た
特
別
講
演
を
本
年
は
、

公
益
社
団
法
人
ア
ジ
ア
協
会
ア

ジ
ア
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
事

務
局
に
よ
り
ま
す
、『
活
動
紹

介
』
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同

協
会
は
ア
ジ
ア
18
カ
国
に
井
戸

を
贈
る
国
際
協
力
団
体
で
村
上

　

新
緑
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
白
稜
会

総
会
を
6
月
8
日
（
日
）
に
開
催
致
し
ま
す
。
会
場
は
昨
年
同
様
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
大
阪
で
す
。（
地
下
鉄
・
堺
筋
本
町
）

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

発　行　所
大阪府立泉尾高等学校
同窓会
〒551-0031
大阪市大正区泉尾3-18-3
［事務局］
　ＴＥＬ 06-6553-7434
　ＦＡＸ 06-6553-7405
［郵便振替］
　　00900-2-106214
［Eメール］ 
hakuryo@joy.ocn.ne.jp
［ホームページアドレス］ 
http://hakuryou.net/
［事務局開局日］
土曜日　 11時～４時

白　稜　会

 　　　　　　記

＊日　時　　平成26年６月８日（日）　正午
＊場　所　　ホテルシティプラザ大阪（４階　眺の間）
 　　　　　　　　　大阪市中央区本町橋2-31
 　　　　　　　　　ＴＥＬ：06-6947-7888
　　　　　　　　　・地下鉄堺筋線・中央線「堺筋本町駅」
　　　　　　　　　　①⑫出口　徒歩５分
＊受　付　　11時30分～（受付は４階です）　　
＊総　会　　12時00分～12時 30分
＊懇親会　　12時45分～15時00分（閉会予定）
　　　　　　　「第８回ミニコンサート」のビデオ放映
            　　　「講演会」 「校歌の斉唱」ほか
＊会　費　　6000円。受付で納入願います( 63～ 66期２千円)。

　　　　　　＊＊＊　卒業記念の期　＊＊＊

「高女」　14期 75周年　19期 70周年　24期 65周年
「高校」　11期 55周年　16期 50周年　21期 45周年
        26期 40周年　31期 35周年　36期 30周年
　      41期 25周年　46期 20周年　51期 15周年
　      56期 10周年　61期  5周年
《お願い》 出席通知後の取り消しは、必ず事前にご連絡下さい。
　　　　　連絡がない場合は、会費をご負担頂きます。
　▽総会開催日（６月８日）直前の、６月６日(金)～７日（土）
 　　の午前11時～午後４時まで、事務局を開いています。
　　電話（留守番対応つき）、ＦＡＸ、メールでご連絡下さい。
　　　　電　話： 06-6553-7434　ＦＡＸ： 06-6553-7405
　　　　Ｅメール：hakuryo＠ joy.ocn.ne.jp

大阪府立泉尾高等学校　白稜会
平成2６年度総会のお知らせ

⑫出口

①出口

中央大通

本町通

大阪府東
警察署

スター
バックス

マイドーム
おおさか

N

交通のご案内

地
下
鉄
堺
筋
線
堺
筋
本
町
駅

堺
筋

阪
神
高
速
１
号
環
状
線

東
横
堀
川

シティプラザ大阪

地下鉄中央線堺筋本町駅

６月８日（日）会場は
ホテルシティプラザ大阪
　　　　　　４階　眺の間

豪華賞品多数　くじ引き大会開催



　

こ
の
文
章
に
お
目
を
通
し
て

頂
く
頃
は
、
１
年
中
で
も
最
も

過
ご
し
や
す
い
時
期
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
も
会
長
と
し
て
３
年
目
を

迎
え
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
何
一

つ
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
と

報
告
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

目
標
の
一
つ
単
年
度
赤
字
の

解
消
で
す
が
、
決
算
書
の
通
り

本
当
に
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま

で
来
ま
し
た
。

　

今
年
の
こ
の
会
報
に
広
告
が

た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、

今
年
度
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
の

で
す
が
、
各
期
の
現
況
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
お
判
り
の
様
に

今
年
度
の
新
入
会
員
で
あ
る
六

六
期
生
は
前
年
度
の
六
五
期
生

よ
り
約
50
名
の
減
少
で
す
。
そ

れ
に
伴
う
入
会
金
も
当
然
減
少

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
こ
の
分
も
カ
バ
ー
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

入
会
金
に
よ
る
収
入
は
例
年

会
報
発
行
費
用
の
約
４
割
で
す

が
今
年
度
は
約
３
割
に
減
少
い

た
し
ま
す
。

　

白
稜
会
の
年
会
費
収
入
は
こ

こ
数
年
横
ば
い
で
は
あ
り
ま
す

　
　
　
　

が
、
こ
れ
を
増
収
に

　
　
　
　

向
け
、
同
期
会
に
働

　
　
　
　

き
か
け
て
い
る
と
こ

　
　
　
　

ろ
で
す
。

　
　
　
　
　

ど
う
ぞ
皆
様
年
会

　
　
　
　

費
の
納
入
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
妙
案
が
な
く
相
変
わ

ら
ず
の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
は
思
い
切
っ
て
、
こ
こ

二
年
間
の
白
稜
会
常
任
委
員
会

へ
の
出
席
率
を
各
期
別
に
会
報

に
掲
載
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し

た
。

　

こ
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
、

常
任
委
員
が
欠
員
の
期
の
方
は

早
急
に
常
任
委
員
を
決
定
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
席
率
が
芳
し
く
な

い
期
の
委
員
は
、
お
忙
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
年
一
度
程
度

は
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
遅
く
て
も
そ
の
二
週
間

前
に
は
案
内
状
を
往
復
ハ
ガ
キ

に
て
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
出
欠
の
返

信
さ
え
い
た
だ
け
な
い
委
員
が

お
ら
れ
る
の
は
非
常
に
残
念
で

す
。

　

申
し
訳
な
い
の
で
す
が
そ
の

様
な
期
の
同
期
会
の
幹
事
さ
ん

は
常
任
委
員
の
交
代
を
考
慮
し

て
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　

毎
年
皆
様
に
お
願
い
ば
か
り

で
、
良
い
報
告
が
で
き
な
い
の

は
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
年
会

費
の
納
入
、
常
任
委
員
会
の
活

性
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

は
高
校
14
期
大
阪
府
会
議
員
酒
井

豊
氏
の
高
校
統
廃
合
の
厳
し
い
現

状
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
高

校
21
期
桑
垣
久
美
子
氏
の
巧
み
な

話
術
に
よ
る
福
引
大
会
で
大
い
に

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
早
く
過
ぎ
、
恒
例
の
高

女
及
び
高
校
校
歌
を
全
員
で
斉
唱

し
再
会
を
約
し
て
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
総
会
は
６
月
９
日
（
日
）

に
、「
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
」
に
会

場
を
変
更
し
参
加
者
62
名
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
高
校
15
期
谷
口
靖
弘
氏
の

司
会
で
始
ま
り
、
会
長
挨
拶
、
名

誉
会
長
挨
拶
（
学
校
紹
介
）、
来
賓

紹
介
、
活
動
報
告
・
決
算
報
告
等

順
調
に
進
行
し
20
分
位
で
終
了
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
同
窓
会
の
活
性
化
を
め

ざ
し
特
別
講
演
を
企
画
し
ま
し
た
。

高
校
21
期
一
級
建
築
士　
礒
田　
保

男　
氏
に
よ
る
演
題
「
白
百
合
会
が

白
百
合
幼
稚
園
を
作
っ
た
」
の
講

演
は
、
多
数
の
貴
重
な
写
真
を

使
っ
た
も
の
で
大
好
評
で
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
林
誠
前
校
長
先
生

に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
、

素
敵
な
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
懇

談
が
弾
み
ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
で

３
年
目
を
迎
え
て

児
　
島
　
康
　
孝

白
稜
会
会
長

（
高
校
17
期
）

平成26年（2014）年５月１日　　（２）白　　稜　　会　　報第　61　号
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高校　１期
高校　２期
高校　３期
高校　４期
高校　５期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
高校　９期
高校１０期
高校１１期
高校１２期
高校１３期
高校１４期
高校１５期
高校１６期
高校１７期
高校１８期
高校１９期
高校２０期
高校２１期
高校２２期
高校２３期
高校２４期
高校２５期
高校２６期
高校２７期
高校２８期
高校２９期
高校３０期
高校３１期
高校３２期
高校３３期
高校３４期
高校３５期
高校３６期
高校３７期
高校３８期
高校３９期
高校４０期
高校４１期
高校４２期
高校４３期
高校４４期
高校４５期
高校４６期
高校４７期
高校４８期
高校４９期
高校５０期
高校５１期
高校５２期
高校５３期
高校５４期
高校５５期
高校５６期
高校５７期
高校５８期
高校５９期
高校６０期
高校６１期
高校６２期
高校６３期
高校６４期
高校６５期
合計

人
数

不
明 回答

２月
出席 回答

５月
出席 回答

９月
出席 回答

２月
出席 回答

５月
２０１２年 ２０１３年

出席 回答
９月
出席

昨
年
の
総
会

平成25年度　白稜会総会　出席者一覧表
期

髙女21期
髙女23期
併設23期
高校3期
高校4期
高校7期
高校9期
高校11期
高校12期
高校13期

人数
2
4
1
1
1
1
2
1
4
1

人数
3
5
3
6
1
2
9
1
1
4

期
高校14期
高校15期
高校16期
高校17期
高校18期
高校20期
高校21期
高校22期
高校23期
高校34期

人数
1
1

7
48
4
1
2

62

期
高校37期
高校38期

髙女　計
高校　計
来　賓
現・旧職員
ＰＴＡ

合計

　1999年より運用を開始しました白稜会ホーム
ページは、データ量も多くなりその都度容量増加
を申請し対応してまいりましたが、この度、検討
の結果レンタルサーバーを借りて運営をすれば容
量も大幅に増大し、料金も安価になりますので
2013年8月より運用を開始いたしました。
　つきましては、ＵＲＬが変更になり、当ホーム
ページを「お気に入り」などに入れられている皆
様はお手数ですが次のところに変更をお願いいた
します。
　また、容量が大幅に増大いたしましたので、会
報第60号（2013年5月発行）全ページや白稜会（学
校を含む）沿革など皆様に見ていただけるデータ
を大幅に増やしました。
　会員の皆様の同期会案内やクラブ会など白稜会
のホームページを利用して周知方法の一環として
お使いいただくことも可能になりました。ご利用
いただくことによって、住所不明の方に連絡が取
れるきっかけになることも考えられますので、多
くの方のご利用をお待ちしております。
　ご要望の方は白稜会事務局までお問い合わせく
ださい。
　旧ＵＲＬ　http://www7.ocn.ne.jp/~hakuryo/
　新ＵＲＬ　http://hakuryou.net/

白稜会ホームページについて
　1999年より運用を開始しました白稜会ホーム
ページは、データ量も多くなりその都度容量増加
を申請し対応してまいりましたが、この度、検討
の結果レンタルサーバーを借りて運営をすれば容
量も大幅に増大し、料金も安価になりますので
2013年9月より運用を開始いたしました。
　つきましては、ＵＲＬが変更になり、当ホーム
ページを「お気に入り」などに入れられている皆
様はお手数ですが次のところに変更をお願いいた
します。
　また、容量が大幅に増大いたしましたので、会
報第60号（2013年5月発行）全ページや白稜会（学
校を含む）沿革など皆様に見ていただけるデータ
を大幅に増やしました。
　会員の皆様の同期会案内やクラブ会など白稜会
のホームページを利用して周知方法の一環として
お使いいただくことも可能になりました。ご利用
いただくことによって、住所不明の方に連絡が取
れるきっかけになることも考えられますので、多
くの方のご利用をお待ちしております。
　ご要望の方は白稜会事務局までお問い合わせく
ださい。
　旧ＵＲＬ　http://www7.ocn.ne.jp/~hakuryo/
　新ＵＲＬ　http://hakuryou.net/

白稜会ホームページについて

常任委員会  出欠回答及び出席表

注　1　人数欄は期間内にも増減有。期間内の最大人数を表示
注　2　不明欄は住所不明の常任委員数
注　3　人数、回答、出席欄の数字は役員を除く
注　4　高校の常任委員のみ記載。高女は除く



　

白
稜
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
本
誌
面
を
拝
借
し
て
学

校
の
近
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

私
も
着
任
2
年
目
と
し
て
学
校
経

営
方
針
を
さ
ら
に
進
め
定
着
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
本
校
の
場
合
、
心
身
と
も
に

調
和
の
と
れ
た
人
材
を
地
域
社
会

に
送
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ

リ
ア
実
現
を
め
ざ
し
、
基
礎
学
力

の
定
着
や
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
の
習
得
に
努
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
基
本
的
生

活
習
慣
の
取
得
と
基
礎
学
力
の
習

得
の
た
め
に
6
限
授
業
の
前
に
8

時
35
分
か
ら
10
分
間
で
「
朝
活

動
」
の
時
間
を
設
定
し
、
昨
年
度

よ
り
全
学
年
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。「
朝
活
動
」
は
、
中
学
校
程

度
の
基
礎
学
力
を
学
び
直
す
目
的

で
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
生
徒
の
遅
刻
者
が
激
減
し
ま
し

た
し
、
1
限
目
か
ら
授
業
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
2
年
生
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
1
ク
ラ
ス
編
成
し
ま

し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
2
年
生

よ
り
希
望
制
で
学
習
に
お
い
て
さ

ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る

生
徒
が
集
ま
っ
た
ク
ラ
ス
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
文

化
祭
、
体
育
祭
や
部
活
動
で
活
躍

し
て
い
る
生
徒
も
多
く
。
本
年
度

の
新
２
年
生
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
も
昨
年
度
以
上
に
数
の
生

徒
が
集
ま
り
、
こ
の
希
望
制
ク
ラ

ス
も
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
本
校
で
は
本
年
度

よ
り
教
育
課
程
を
改
編
し
、
2

年
・
３
年
次
の
選
択
科
目
を
増
や

し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
が
進
路
の
た
め
の
豊
富

な
授
業
選
択
が
で
き
、
進
路
実
現

に
向
け
て
効
果
を
発
揮
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
個
々

の
生
徒
の
課
題
に
向
き
合
い
、
2

年
・
3
年
生
に
な
れ
ば
自
ら
の
進

路
実
現
に
向
け
て
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
や
体
育
コ
ー
ス
の

授
業
選
択
、
ま
た
進
路
の
た
め
の

多
く
の
選
択
授
業
な
ど
を
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
よ
り
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
学
校
行
事
や
指
導

な
ど
も
引
き
続
い
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
朝
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」、

交
通
安
全
マ
ナ
ー
指
導
、
制
服
着

こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
清
掃
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
お

こ
な
い
ま
し
た
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
進
路
別
説
明
会
、
先
輩

に
聞
く
会
な
ど
昨
年
度
同
様
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

最
後
に
、
本
校

　
　
　
　
　
　

は
若
い
教
員
の
多

　
　
　
　
　
　

い
学
校
で
す
。
生

　
　
　
　
　
　

徒
一
人
ひ
と
り
の

　
　
　
　
　
　

可
能
性
を
引
き
出

す
た
め
に
、
鋭
敏
な
感
性
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
で
生
徒
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
同
士
互
い

に
切
磋
琢
磨
す
る
た
め
に
授
業
研

究
な
ど
の
公
開
授
業
や
研
修
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
教
員
集
団
は

「
チ
ー
ム
泉
尾
」
と
し
て
団
結
す

る
と
と
も
に
、
教
育
者
と
し
て

育
っ
て
い
っ
て
お
り
ま
す
。
生
徒

と
教
員
が
共
に
育
つ
泉
尾
高
校
で

あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
入
学
者
選
抜
の
学
区

が
撤
廃
と
な
り
、
中
学
か
ら
の
志

願
者
は
大
阪
府
内
の
高
等
学
校
は

ど
こ
で
は
受
験
で
き
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
市
内
を
三

分
さ
れ
て
い
た
学
区
も
な
く
な
り
、

従
来
の
志
願
動
向
が
変
化
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
変
化
の
中
、
本
校
は
後
期

選
抜
に
お
い
て
定
員
を
割
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
結
果
に
対
し
て
、
た
い
へ
ん

責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
多
く
の
志
願
者

が
大
阪
市
内
外
か
ら
受
験
し
て
く

れ
ま
し
た
。
上
述
し
ま
し
た
取
組

み
も
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
し
、
大
き
く
道
は
開
け
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

白
陵
会
の
皆
様
に
は
、
ご
指
導
、

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

竹
下
　
健
治

校
　
　
長
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昨
年
の
会
報
紙
面
で
、
報

告
い
た
し
ま
し
た
が
、
絵
画

は
「
洗
い
」、「
表
装
」「
額
の

新
調
」
が
で
き
、
学
校
内
の

掲
示
・
据
え
付
け
は
、
８
月

23
日
に
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

（
写
真
）

　

学
校
の
お
近
く
に
お
越
し

の
折
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
日

な
ど
は
、
同
窓
生
の
皆
様
方

は
大
変
懐
か
し
い
と
お
喜
び

頂
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
絵
画
修
復
基

金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
方
に
ご

協
力
を
戴
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
ご
協

賛
一
覧
等
、
詳
細
は
別
掲
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
校
で

絵
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
お

判
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
「
泉
尾
高
女
の
生
徒
と
先

生
」？
（
写
真
・
上
）
を
描
い

た
と
思
わ
れ
る
四
夷
星
乃
画

伯
の
絵
は
剥
離
が
ひ
ど
く
、

で
き
れ
ば
色
を
入
れ
た
い
と

思
い
、
現
在
修
復
作
業
が
可

能
な
方
面
を
検
討
、
問
い
合

わ
せ
中
で
す
。

　

た
だ
し
、
修
復
の
実
行
に

あ
た
っ
て
も
予
算
の
限
界
が

あ
り
、
見
積
金
額
次
第
で
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

現
時
点
で
、
業
者
や
見
積

金
額
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
修
復
金
額
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
に
は
、
今
年
度
も
協

賛
募
金
の
お
願
い
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

年
会
費
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
協
賛
金
と
共
に
、
毎
回
ご

無
理
を
申
し
上
げ
て
心
苦
し

い
の
で
す
が
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

共
に
育
つ
生
徒
と
教
員

絵
画
の
修
復
の
ご
報
告
及
び
　

お
願
い

絵
画
の
修
復
の
ご
報
告
及
び
　

お
願
い

土　地

エアコン

パソコン

パソコンラック

プリンター

コピー機

808㎡

2

3

3

4

1

ハードディスク

電話機

ビデオカメラ

事務机

会議用テーブル

椅子

2

1

1

4

4

25

書庫

スチールロッカー

食器棚

温風ヒーター

扇風機

電気ポット

8

1

1

1

1

1

什器

書籍

掃除機

ロータリーカッター

ハンガー

1式

１式

１

１

１

2014/4/1現在
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通年実施の事務サービス    
・事務局は、毎土曜日（年末年始、休日、祭日を除く）午前11時～午後4時まで開局。会員からの連絡、
　文書の受付等の共通的サービス及び同期会開催の支援事務サービス行っている。
・会報委員会は、1月～5月、原稿依頼から印刷、発送等のために随時開催している。
・総会委員会は、企画・準備・実施に関する検討を1月～6月に開催している。
・名簿委員会は、随時開催、名簿データ更新、会報発行用名簿、CDによる年度版名簿作成を行っている。
・会報戻り分の会員住所確認は電話により確認している（外部委託）。
・各期同期会開催に役員が出席し、学校の状況、同窓会の状況等を話し、同窓会との交流を深めた。

その他  
・事務局は、毎土曜日（年末年始、休日、祭日を除く）午前11時～午後4時まで開局。
　会員からの連絡、文書の受付及び同期会開催の支援事務を行う。
・会報委員会は、1月～5月、原稿依頼から印刷、発送等のために随時開催する。
・総会委員会は、企画・準備・実施に関する検討を1月～6月に開催する。
・名簿委員会は、随時開催、名簿データ更新、年度毎の名簿発行、会報発送用名簿
　の作成を行う。
・名簿メンテナンスの一環として、会報の戻り分は追跡調査を外部委託する。
・ミニコンサート委員会はミニコンサート開催について学校、PTAと打ち合わせ会を
　数回開催する。
・活性化委員会は各期同期会及び幹事会に役員を派遣し、学校、同窓会の状況等を
　話し、白稜会を活性化する。

【平成2５年度　白稜会　事業報告】

1

2

３

４

5

6

7

8

9

10
11
12

12
26
16
28
1
8
13
初旬
11
9
4
6
1
23
24
14
30
5
9
21

事務局仕事始め
役員会
常任委員会
65期同窓会入会式
65期卒業式
入学式
役員会
会報・名簿発行
常任委員会
白稜会総会
ミニコンサート会議
総会反省会
ミニコンサート会議
絵画取付設置
役員会
常任委員会
ミニコンサート会議
第８回ミニコンサート開催
臨時役員会
事務局仕事納め

事務局２階
セミナーハウス
泉尾高校
泉尾高校
泉尾高校
事務局２階

セミナーハウス
シティプラザ大阪
泉尾高校
事務局
泉尾高校
泉尾高校
事務局
セミナーハウス
泉尾高校
泉尾高校視聴覚室
事務局２階

事業･決算報告､事業計画､予算､役員人事
事業･決算報告､事業計画､予算､役員人事
157名入会

200名入会
総会、会報、名簿
会報印刷15000部､名簿2013年度版
総会案内､会報発行､名簿 状況等報告
参加者62名

反省と次年度に向けて

総会結果報告､中間決算報告､その他
総会結果報告､中間決算報告､その他
内容､役割分担について
田中勉、小中学生　出演
ミニコンサート反省会、白稜会次年度に向けて

平成25年１月１日～12月31日
行　　事日 日月月 場　　所 内　　容　　等

【平成2６年度　白稜会　事業計画】

1

2

3
4

5

6
7
8
10

12

１
１
５
27
28

８
初旬

9

20

事務局仕事始め
役員会
常任委員会
65期生同窓会入会式
卒業式
学校、白稜会懇談会
入学式
会報発行・名簿発行
役員会
常任委員会
白稜会総会
役員会
常任委員会
第９回ミニコンサート
役員会
事務局仕事納め

25年度報告､26年度事業計画､人事･予算案､他審議
25年度報告､26年度事業計画､人事･予算案､他審議
110名入会予定

会報印刷15000部、名簿2014年度版
総会案内、会報発行状況など
総会案内、会報発行状況など

中間決算、総会報告、他
中間決算、総会報告、他

１年間の総括、次年度に向けて

行　　事 内　　容　　等

平成26年（2014）年５月１日　　（４）白　　稜　　会　　報第　61　号

398 
399 
365 
373 
365 
364 
354 
356 
350 
348 
343 
336 
342 
344 
437 
440 
413 
441 
449 
498 
509 
456 
509 
497 
393 
388 
336 
351 
327 
288 
264 
214 
241 
229 
229 
177 
214 
170 
155 
154 
116 
110 
118 
169 
157 
110 

20,556 

218 
227 
243 
228 
189 
156 
205 
193 
227 
228 
171 
161 
216 
207 
232 
259 
238 
253 
249 
289 
301 
262 
303 
294 
231 
228 
192 
203 
199 
179 
163 
122 
148 
137 
152 
124 
144 
126 
114 
118 
97 
103 
112 
168 
155 
110 

12,445 

171 
162 
97 
132 
174 
203 
145 
157 
120 
112 
169 
170 
125 
135 
202 
178 
172 
186 
200 
203 
202 
192 
205 
202 
160 
159 
143 
146 
127 
109 
101 
91 
93 
92 
77 
53 
70 
44 
41 
36 
19 
7 
6 
1 
2 
0 

7,331 

9 
10 
25 
13 
2 
5 
4 
6 
3 
8 
3 
5 
1 
2 
3 
3 
3 
2 
0 
6 
6 
2 
1 
1 
2 
1 
1 
2 
1 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

780 

高校２１期
高校２２期
高校２３期
高校２４期
高校２５期
高校２６期
高校２７期
高校２８期
高校２９期
高校３０期
高校３１期
高校３２期
高校３３期
高校３４期
高校３５期
高校３６期
高校３７期
高校３８期
高校３９期
高校４０期
高校４１期
高校４２期
高校４３期
高校４４期
高校４５期
高校４６期
高校４７期
高校４８期
高校４９期
高校５０期
高校５１期
高校５２期
高校５３期
高校５４期
高校５５期
高校５６期
高校５７期
高校５８期
高校５９期
高校６０期
高校６１期
高校６２期
高校６３期
高校６４期
高校６５期
高校６６期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

967 
4,558 
20,556 
26,081 

384 
1,188 
12,445 
14,017 

367 
1,563 
7,331 
9,261 

216 
1,807 
780 
2,803 

教職員
高女、併設
高　校
合　計

会員数期 住所判明 住所不明者 物故者

967 384 367 216 教職員
会員数 住所判明者 住所不明者 物故者

154 
152 
159 
158 
150 
158 
172 
153 
159 
174 
184 
178 
181 
191 
204 
197 
204 
202 
211 
248 
239 
178 
142 
142 
139 
69 
60 

4,558 

1 
3 
5 
3 
6 
5 
12 
10 
20 
25 
33 
29 
41 
59 
48 
73 
65 
87 
97 
118 
99 
85 
88 
83 
52 
11 
30 

1,188 

63 
76 
65 
73 
62 
63 
75 
73 
47 
63 
51 
51 
56 
43 
63 
50 
63 
54 
61 
63 
88 
50 
30 
31 
74 
48 
27 

1,563 

90 
73 
89 
82 
82 
90 
85 
70 
92 
86 
100 
98 
84 
89 
93 
74 
76 
61 
53 
67 
52 
43 
24 
28 
13 
10 
3 

1,807 

高女　１期
高女　２期
高女　３期
高女　４期
高女　５期
高女　６期
高女　７期
高女　８期
高女　９期
高女１０期
高女１１期
高女１２期
高女１３期
高女１４期
高女１５期
高女１６期
高女１７期
高女１８期
高女１９期
高女２０期
高女２１期
高女２２期
高女２３期
高女２４期
併設２３期
併設２４期
併交２３期
計

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

10 
39 
239 
301 
280 
294 
289 
292 
286 
299 
292 
344 
329 
351 
337 
337 
327 
446 
423 
445 

5 
19 
124 
180 
160 
161 
188 
182 
193 
186 
186 
195 
221 
245 
248 
199 
199 
262 
202 
216 

4 
11 
41 
22 
72 
84 
53 
79 
65 
90 
73 
130 
82 
74 
60 
116 
94 
163 
210 
217 

1 
9 
74 
99 
48 
49 
48 
31 
28 
23 
33 
19 
26 
32 
29 
22 
34 
21 
11 
12 

高校　１期
高校　２期
高校　３期
高校　４期
高校　５期
高校　６期
高校　７期
高校　８期
高校　９期
高校１０期
高校１１期
高校１２期
高校１３期
高校１４期
高校１５期
高校１６期
高校１７期
高校１８期
高校１９期
高校２０期

会員数期 住所判明者 住所不明者 物故者

「
教
職
員
」「
高
女
」「
高
校
」　
各
期
別
会
員
数
・
並
び
に
現
況
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アジアの仲間と共に
―国際ボランティア活動の目指すもの－

Ⅰ．アジア協会アジア友の会（JAFS）を紹介いたします。
　本会は、アジアとの市民的交流・協力を目指す会（NGO）
　です。
　衛生的な（安全な）飲料水に悩む開発途上の人々に安全な水
　を供給するという目的を持って、アジアに井戸を贈る運動と
　して始まりました。
　「貧困無きアジア社会の実現－One Asia Community without 
　poverty－」と言う理念に賛同するアジアの仲間を集めて1979
　年に出来た団体です。
　その名の示すとおり、アジアに友をつくり、アジアの直面す
　る諸問題を市民の目線で、共に考え行動する団体であります。
　20世紀後半から非常な勢いで発展するアジアは、発展とは裏
　腹に、一部分においてはこれまで以上に人々の暮らしをより
　悲惨な状況に追い込んでいます。
　いわゆる貧富の差の拡大であります。
　世界の格差が拡大する中で、その格差の故に困っている人々
　の暮らしや幸せに直接役立つ仕事を、アジアの一員（日本人）
　としてアジアの人々と一緒になって支援・協力をして行くこ
　とが必要になって来ました。日本の国際貢献が求められてい
　ます。
　私たちは、アジア社会のもつ様々な可能性や潜在力を見つめ
　て、人々の暮らしに意義のある活動・事業をアジアの人と共
　に行動することが重要だと考えています。

Ⅱ．何をしているか。
　本会は、内閣府認可の公益社団法人として以下の四分野の活
　動を行っています。
　１．途上国などの生活環境を改善するための開発支援事業。
　　　１）　飲料水供給支援事業。
　　　２）　子どもの福祉増進事業。
　　　３）　貧困対策事業。
　　　４）　環境保全事業。
　　　５）　その他、上記各付帯事業。
　２．人材育成と国際ネットワーク及び交流事業
　　　１）　人材交流育成事業。
　　　２）　国際ネットワーク推進事業。
　３．緊急・災害支援・生活復興事業。
　　　１）　災害等罹災者支援事業。
　　　２）　防災教育。
　４．国際協力に関する理解を深め、支援をえるための普及啓
　　発事業。
　　　１）　地域広報活動事業。
　　　２）　環境保全・啓発教育事業。

Ⅲ．海外での仲間つくりは国際協力の第一歩。
　国内活動はさておき、すべてこれらの活動は、アジアの現地
　の仲間と一緒になって行っています。支援とは現地に活動の
　中心があって成り立つものだからです。
　２年間のインド留学中に知り合った多くのインドの友人から
　求められたのは、一応に安全な飲み水への協力（井戸掘り事
　業）でした。貧困層が多いアジアの開発途上地域では、多く
　の人々が飲み水に困っています。
　人々は毎日遠くの水場まで何キロも歩いて水汲みに行かなけ
　ればなりません。日々水汲みの重労働に追われている現実が
　あります。特にその労働の担い手は多くの場合、女性と子ど
　もたちです。貧困で栄養状態も悪く、体力的にも十分でない
　女性や子ども達にとってそれは大変な労働であります。学校
　にも行けません。そうした状況の中で、一緒にこの問題に取
　り組む事が求められたのが現地のボランティアへの参加でし
　た。

Ⅳ．「善意と信頼の輪」をアジアに拡げる。
　以来、国際支援として、井戸を贈る運動（安全な水支援）を
　中心に、水汲みから開放された子どもの教育支援、同様に、
　時間の出来た女性の識字学級や生活自立支援（内職等）のた
　めの小額資金融資、成人学級の開講、栄養改善事業の実施、
　牛の銀行、ヤギの銀行、ＨＩＶ感染症の子ども支援、村落病
　院の建設及び巡回クリニックの支援、各種植林活動、環境保
　全など多岐にわたる支援活動を日本で拡げて来ました。
　全てその日の生活に困っている貧しい村や地域の人々の暮ら
　しを守るためであります。分かり易く言えば、日本での一杯
　のコーヒー代が、彼等数日分の収入に当たる地域の人々の命
　を守るためであります。〔絶対的貧困層＝１家７人１日１ド
　ルで生活〕。
　　この人達を応援支援するために、多くの日本の善意な人々
　に訴える運動が必要であります。私たちは会員となって、参
　加、継続支援してくださる方々を募っています。
　お陰で、本会活動34年の間に、協力・交流・支援の輪が広が
　り、現在アジア18ヶ国66の地域でそれぞれ独自の方法で、生
　活支援活動が行われて来ました。
　その受益者は、一日約167万人にのぼると推定されています。
　34年間では延べ何人になるのでしょう。

Ⅴ．自立支援の理念は「握り飯より柿の種」。
　　支援に重要なことは、自立した永続的な生活基盤の確立に
　協力することです。
　　支援活動の中身を分かり易く表現するために、「握り飯よ
　り柿の種」と言う言葉を用いています。ご存知、日本の昔話
　（猿蟹合戦）からヒントを得たものです。
　「握り飯」は一時的・応急的支援を意味します。「柿の種」
　は受益者が、努力して毎年収穫を得る果実、即ち、持続的生
　活の確立を意味します。私たちは、食べたらお終いといった
　消費的支援よりは、努力して育てる「柿の種」的支援を心が
　けています。

Ⅵ．結び　
　ボランティア活動は自分の存在価値の発見に繋がり、又眞の
　仲間を見つける良い機会でもあります。お陰で、お互いに生
　まれてきて良かったと思う人生を見出しています。

村上　公彦（高校11期）
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五
月
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ

ま
し
て
21
名
の
出
席
を
得
て
、

賑
や
か
に
楽
し
く
会
食
を
い
た
し

ま
し
た
。
高
女
卒
業
以
来
70
数
年

の
友
情
を
温
め
健
康
を
祝
し
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
一
同

　

春
が
近
づ
く
と　

5
月
の
同
期

会
を
心
待
ち
に　

友
達
と
逢
え
る

と
思
う
と
元
気
が
出
て
き
ま
す
。

1
年
に
1
度　

同
期
の
友
人
と
逢

え
る
こ
と
は
、
心
も
若
く
明
る
い

気
持
ち
に
な
っ
て
、
歳
を
感
じ
な

い
の
が
不
思
議
で
す
。

　

同
期
の
桧
垣
妙
子
さ
ん
の
お
孫

さ
ん
（
角
谷
奈
緒
子
さ
ん
）
の
ヴ

ィ
オ
ラ
と
、
お
友
達
（
大
飼　

幸

治
さ
ん
、
上
田　

久
美
子
さ
ん
）

の
バ
リ
ト
ン
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

女
学
生
の
頃
の
よ
う
に
「
こ
こ

に
幸
あ
り
」「
ふ
る
さ
と
」
な
ど

最
後
に
校
歌
を
唄
っ
て
、
又
の
再

会
を
約
束
し　

お
ひ
ら
き
と
致
し

ま
し
た
。

　　
　

私
た
ち
高
３
期
同
期
会
は
、
去

る
平
成
25
年
10
月
24
日
、
梅
田
の

新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し
た
が
、

初
め
て
参
加
の
方
も
あ
り
、
和
気

藹
々
、
2
時
間
半
の
宴
会
時
間
が

短
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、「
青
春

へ
の
郷
愁
」
に
浸
れ
る
楽
し
い
ひ

と
時
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
人
数
は
26
名
で
、

残
念
な
が
ら
1
年
半
前
の
前
回
に

比
べ
大
幅
に
13
名
減
少
し
ま
し
た
。

や
は
り
加
齢
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、『
2020
年
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
、
私
た
ち
の
米
寿
の
歳
、

当
面
こ
れ
を
目
指
そ
う
』
と
の
元

気
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
閉
会
に
当
た
っ
て
は
、

「
泉
尾
高
校
・
校
歌
」
と
「
高
校

3
年
生
」
を
全
員
で
声
高
に
合
唱
、 

次
回
の
再
会
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。 

　

第
4
コ
ー
ナ
ー
を　

と
っ
く
に

回
り
終
え
、『
健
康
の
格
差
』

が 

目
立
つ
私
た
ち
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
同
期
会
は
続
け
ね
ば
、
と

の
感
を
強
く
し
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

徳
郎

　
　
　
　
　

記

平
成
26
年
2
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
開
宴

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
梅
田
（
西

館
7
階
：
恵
風
の
間
）
に
お
い
て
、

10
年
振
り
の
『
高
校
24
期
還
暦
同

窓
会
』
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

参
加
者
71
名

※
九
州
・
千
葉
・
東
京
・
名
古

屋
・
三
重
・
和
歌
山
か
ら
も
参
集

　

冒
頭
、
白
稜
会 

副
会
長 

辻
井 

勝 

先
輩 

の
母
校
近
況
と
白
稜
会

現
況
ご
報
告
で
、
母
校
へ
の
思
い

を
新
に
…
開
宴
し
た
24
期
還
暦
同

窓
会
は
、
参
加
者
全
員
が
60
歳
と

言
う
年
齢
も
忘
れ
！
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
会
場
は
全
員
の
笑
顔
と

笑
い
声
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
併
設
『
宴
会
場
』
で
の

【
1
次
会
＆
2
次
会
】
会
場
を
後

に
し
て
か
ら
の
【
3
次
会
（
お
好

み
焼
き
店
）】【
4
次
会
（
カ
ラ
オ

ケ
）】
と
全
員
笑
顔
の
『
還
暦
同

窓
会
』
と
な
り
、
2
〜
3
年
後
の

『
再
会
』
を
【
約
束
】
し
、
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　

あ
の
情
緒
あ
る
泉
尾
の
学
び
舎

を
巣
立
っ
て
丁
度
50
年
目
の
平
成

25
年
３
月
16
日
（
土
）
12
時
よ
り
、

私
た
ち
は
福
島
の
ホ
テ
ル
阪
神
に

於
い
て
、
第
7
回
泉
高
15
期
会
卒

業
50
周
年
記
念
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
３
年
目
だ
っ
た
の
で

す
が
、
西
田
先
生
ご
臨
席
の
も
と
、

58
名
の
参
加
を
得
、
式
次
第
に
則

り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
記
念
撮
影

な
ど
を
交
え
、
50
年
前
に
戻
っ
た

私
た
ち
は
、
に
ぎ
や
か
に
和
気
あ

い
あ
い
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
何
時
ま
で

も
名
残
り
は
尽
か
ず
、
つ
い
つ
い

時
間
オ
ー
バ
ー
の
３
時
半
ご
ろ
に
、

一
応
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
２
次
会
も
野
田
ま

で
場
所
を
移
動
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
34
名
が
参
加
し
て
頂
き
、
幹

事
一
同
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。
わ

い
わ
い
と
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
み
、

１
次
会
以
上
に
は
し
ゃ
ぎ
、
旧
交

を
温
め
た
68
歳
の
お
っ
ち
ゃ
ん
、

お
ば
ち
ゃ
ん
達
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
、
半
世
紀
が
た
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
持
ち
は

す
っ
か
り
あ
の
頃
に
戻
れ
る
の
が

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
お
金
で

は
買
え
な
い
こ
ん
な
ひ
と
時
を
共

有
で
き
る
と
い
う
の
は
、
最
高
の

宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

 

歳
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
大

事
に
し
た
い
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
今
ま
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
方
た
ち
に
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
頂

き
た
く
思
い
ま
す
。
次
回
に
も
元

気
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
と
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
下

さ
る
こ
と
を
、
世
話
人
一
同
願
っ

て
お
り
ま
す
。

 

15
期
生
で
、
案
内
が
届
い
て
い

な
い
と
い
う
方
は
、
下
記
ま
で
ご

一
報
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

 

　

世
話
人
代
表　

堀
田　

照
子

　
　

０
６　
６
４
４
１　
５
０
４
４

賑
や
か
に
楽
し
く

高
女
23
期

還
暦
同
期
会
開
催

高
校
24
期

青
春
へ
の
郷
愁
響
く

高
校
３
期

卒
業
50
周
年
記
念
会

高
校
15
期

同
期
会
の
た
よ
り

毎
年
五
月

　
　

若
く
明
る
く

高
女
20
期

平
成
26
年
5
月
21
日
（
水
）

12
時
〜
16
時　

受
付　

11
時

会
場　

ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪　

０
６
・
６
７
７
２
・
１
４
４
１

写
真
撮
影
あ
り
、
時
間
厳
守

　
　
　
　
　
　
　

髙
女
20
期

《
次
回
同
期
会

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ
》
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緑
の
萌
え
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
若
葉
が
眩
し
く
感
じ
ら
れ
る

の
は
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

 

平
成
25
年
４
月
７
日
の
還
暦
記

念
同
窓
会
は
、
ご
多
忙
の
中
、
遠

く
は
千
葉
県
我
孫
子
市
、
埼
玉
県

川
越
市
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
、
そ

し
て
、
は
る
か
中
国
上
海
か
ら
も

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
仲
間
や
、
暇
を
持
て
余
し

て
こ
れ
幸
い
と
や
っ
て
き
た
仲
間
、

還
暦
記
念
だ
か
ら
ー
と
、
卒
業
後

初
め
て
参
加
し
た
仲
間
な
ど
な

ど
・
・
参
加
者
総
勢
78
名
で
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
期
で
入
学
し
、
泉
尾
が
好
き

で
好
き
で
、
も
う
１
年
勉
強
し
た

仲
間
も
、
還
暦
の
同
窓
生
と
し
て

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
（
こ
ん

な
風
に
し
か
言
え
な
く
て
ご
め
ん

な
さ
い
）。
み
ん
な
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
会
場
で
は
こ
れ
ま

で
に
亡
く
な
ら
れ
た
同
窓
生
25
名

の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
前
々
回
の
同

窓
会
で
は
元
気
だ
っ
た
あ
の
人

が
・
・
・
と
。
こ
の
日
初
め
て
聞

く
訃
報
も
あ
り　

驚
き
と
悲
し
み

が
会
場
に
広
が
り
ま
し
た
。
歳
月
、

人
を
待
た
ず
ー
ー
60
年
生
き
て
き

た
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

ホ
テ
ル
で
の
１
次
会
、
居
酒
屋
で

の
２
次
会
、
そ
し
て
３
次
会
の
カ

ラ
オ
ケ
で
は
、
70
年
代
ソ
ン
グ
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
（
古
い
な
あ
ー
と

言
っ
て
も
、
そ
う
い
う
世
代
で
す

か
ら
）
と
な
り
ま
し
た
。
別
れ
が

惜
し
く
４
次
会
ま
で
開
い
た
グ
ル

ー
プ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

2011
年
に
卒
業
40
周
年
の
同
窓
会

を
開
催
し
た
ば
か
り
で
、
今
回
、

参
加
者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
、
幹

事
会
で
は
気
掛
か
り
だ
っ
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て

「
開
催
し
て
良
か
っ
た
」
と
幹
事

一
同
感
涙
に
む
せ
ん
で
い
る
次
第

で
す
。（
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
で

す
が
、
気
持
ち
は
そ
う
な
ん
で

す
）

 

2023
年
に
は
古
希
記
念
同
窓
会
を

迎
え
ま
す
。
10
年
後
に
元
気
で

再
会
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
健
康

に
留
意
し
、
腹
八
分
目
、
酒
も
控

え
め
に
（
ま
あ
ー
、
無
理
で
し
ょ

う
け
ど
ー
）
摂
生
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

 

お
っ
と
、
５
年
ご
と
定
例
の
次

回
卒
業
45
周
年
同
窓
会
は
、
３
年

後
の
2016
年
で
す
の
で
お
忘
れ
な

く
！

 

幹
事
会
で
は
新
幹
事
を
常
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
幹
事
の
お
仕

事
は
、
年
１
回
の
「
幹
事
会
」
と

称
す
る
宴
会
に
参
加
す
る
こ
と
で

す
？
？　

ミ
ニ
同
窓
会
と
思
っ
て
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

2013
年　

５
月　
　

幹
事
一
同

　

平
成
25
年
11
月
17
日
、
第
４
回

泉
高
21
期
会
を
西
田
博
先
生
、
堀

田
啓
一
先
生
の
ご
出
席
を
頂
き
、

同
期
45
名
が
集
い
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
阪
で
開
催
し
ま
し
た
。
関
東
か

ら
も
男
女
４
名
が
駆
け
つ
け
て
く

く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
母
校
に
は
な
い
「
写
真

部
」
の
元
部
長 

日
下
部
貴
司
さ

ん
の
乾
杯
の
発
声
で
即
、
高
校
３

年
生
に
戻
り
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
途
中
、
桑
垣

（
板
倉
）
久
美
子
さ
ん
の
司
会
に

よ
る
各
自
の
近
況
報
告
、
安
井

（
中
村
）
洋
子
先
生
の
ヨ
ボ
ヨ
ボ

に
な
ら
な
い
た
め
の
体
育
指
導
も

あ
り
、
非
常
に
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

中
締
め
に
、
第
５
回
開
催
予
定

（
平
成
27
年
春
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
在

住
七
組
の
河
野
道
子
さ
ん
が
一
時

帰
国
予
定
）
に
再
開
を
約
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

　

２
次
会
に
は
半
数
以
上
が
参
加

し
、
北
新
地
高
級
店
の
サ
ー
ビ
ス

を
堪
能
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

俣
野　

記

　

平
成
25
年
10
月
23
日

　
　

於　

道
頓
堀
ホ
テ
ル

　

ど
ん
な
こ
と
ば
を
か
り
て
も
、

言
い
尽
く
せ
な
い
、
愉
し
い
つ
ど

い
で
し
た
。

　

こ
の
度
は
、「
グ
ル
ー
プ
の
交

わ
り
」
を
超
え
て
、「
4
期
生
の

き
ず
な
」
は
、
さ
ら
に
、
大
き
な

慶
び
と
交
わ
り
の
力
に
な
り
ま
し

た
。
進
行
役
の
出
す
ぎ
た
、
饒
舌

に
も
耐
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
場
を
盛
り
上
げ
、
楽
し
ん
で

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
た
い
へ
ん
に

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。　

　

台
風
27
・
28
号
の
来
ぬ
前
の
、

秋
雨
の
日
に
《
数
々
の
思
い
出
が 

よ
み
が
え
り
ま
す
》

☆　

4
期
・
物
故
者
（
98
名
）
に

追
悼
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

「
ゆ
り
」
の
香
り
と
供
に
。

☆　

西
田
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

…
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
に
耐
え
参
加

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
わ
た
し
た

ち
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
米
寿

の
お
祝
い
に
、
さ
さ
や
か
な
ご
希

望
の
品
を
贈
り
ま
し
た
。
感
謝
を

伝
え
ま
す
。

☆　

阿
部
伸
一
君
…
「
一
円
玉
の

旅
ガ
ラ
ス
」
澄
ん
だ
少
年
の
声
に

安
心
と
、
心
の
平
安
を
感
じ
ま
し

た
。

☆　

遠
く
か
ら
…
「
北
の
掛
場
君

は
北
海
便
り
」「
徳
島
は
靍
さ
ん

の
一
声
」「
東
は
上
谷
君
の
遅
れ

て
も
」「
大
澤
・Yoko 

Lorenz

（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
）
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
4
期
生
の
思
い

出
・
西
田
先
生
、
米
寿
の
こ
と

ば
」
…
そ
の
他
、
遠
く
の
方
、
多

く
の
ご
負
担
を
か
け
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
。

☆　

受
付
・
案
内
・
会
計
・
盛
り

上
げ
係
…
と
、
み
な
さ
ん
全
員
参

加
の
「
心
の
顔
」
が
支
え
と
な
り

ま
し
た
。
感
謝
の
こ
と
ば
も
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
。
で
す

☆　

・
・
・
こ
の
他
に
も
書
き
記

せ
な
い
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の

「
こ
こ
ろ
の
思
い
出
袋
」
へ
大
切

に
！

《
明
日
に
つ
む
ぐ　

4
期
会
へ　

希
望
を
こ
め
て
》
会
計
報
告
・
次

回
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
へ
。 

☆ 

今
回
4
期
会　

＊
案
内
152
通

　

＊
返
信
110
名　

＊
参
加
33
名

☆   

時
代
の
流
れ
は
速
く
、
日
常

的
生
活
の
価
値
観
・
家
族
の
か
た

ち
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
で
も
「
4
期
会
の

集
い
」
は
、
心
の
憩
い
、
慰
め
で

す
。
わ
た
し
に
は
、「
友
情
の
き

ず
な
」
は
、
よ
き
大
切
な
心
の
糧

と
な
り
ま
し
た
。　

☆   

こ
れ
か
ら
、《
グ
ル
ー
プ
会
》

に
は
、
誘
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
次
回
・
4
期
会
】
に
生
か
し
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。「
繰
越

金
の
有
効
利
用
」
も
、
視
野
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

☆   

最
後
、
恒
例
の
校
歌
・
青
春

歌
謡
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
忘
れ
て
、

「
ボ
ツ
」
に
し
ま
し
た
。
…
深

謝
！

☆　

み
な
さ
ん
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
日
々
、
健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。
以
上　

　
　
　
　
　
　
　

吉
村　

登
行

還
暦
記
念
同
期
会

高
校
23
期 

ま
だ
ま
だ
青
春

髙
校
21
期

同
期
会
の
た
よ
り

高校１８期生の皆様！

同
期
の

　
き
ず
な
は
強
く

高
校
４
期

!!

　泉尾高校18期生では、2年後となる卒業50年を記念して、有志
により「卒業50年記念文集の作成」を呼びかけています。多くの
同期生に賛同いただき実現したいと思いますので、日野（メール
アドレス：hinotama27@hotwail.com　電話：090-7962-3731）
又は、川端（メールアドレス：johdo2674@yahoo.co.jp　電話：
070-5653-8710）又は、谷(建)（電話：090-4906-6971）まで
「賛同」と連絡いただきたくよろしくお願いいたします。
ご賛同いただいた方に「文集の作成趣意書」を送らせていただき
ます。（文責　川端）
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一本松海運株式会社
大阪市北区中之島６丁目４番７号

TEL：06-6441-0532　FAX：06-6441-0530
E-mail　ippon@ipponmatsu.co.jp　http://www.ipponmatsu.co.jp

ジェイアール貨物
関西ロジスティクス

株式会社

〒530-0011　大阪市北区大深町２番４号
TEL：０６-６３７２-５８１５
堀　家　公　隆　高校17期

〒550-0015
大阪市西区南堀江４丁目16ー17
TEL：０６-６５３８-３８５１

藤谷　浩二郎　高校17期代表取締役

東京海運株式会社

〒550-0031　大阪市大正区泉尾7丁目3番10号
ＴＥＬ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 0 3 3 5㈹
ＦＡＸ　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 1 0 5 1　

　E-mail:tokonami@itoseiko.co.jp

床　次　一　夫取締役社長

高校17期

簡裁訴訟代理関係業務認定番号　第312233号

杉本司法書士事務所
司法書士 杉　本　茂　明

登記全般・成年後見法律相談簡裁代理・破　産　等

〒530-0042　大阪市北区天満橋１丁目６番８号
　　　　　　溝端ビル303号　ＯＡＰタワー前
　　　　　ＴＥＬ　0 6 - 6 8 8 2 - 3 2 2 2
　　　　　ＦＡＸ　0 6 - 6 8 8 2 - 3 2 2 6
　　　　　携　帯　0 9 0 - 3 3 5 1 - 9 3 3 8
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JR大正駅前　酒屋の居酒屋　大正酒場 
　　大阪市大正区三軒家西１－15－17
　　電　話　０６－６５５１－１５３６

JR西九条駅前　酒処　なかの
　　此 花 区 西 九 条２－５－ 1 8
　　電　話　０６－６４６６－２１１２

大阪市住之江区東加賀屋４-５-23
電　話：０６-６６８２-２３９７

内科　小児科

森　田　医　院

（11）　　平成26年（2014）年５月１日 白　　稜　　会　　報

大 正 酒 場

仲　野　孝　治　（高12期）

小西　芳江　（高12期）

白稜会 会員名簿 ２０１４年度版　発刊　　〈購入希望の方はお申し込み下さい〉　名簿委員会
　同窓会名簿2014年度版はＣＤ２枚組で１枚はデータ（教職員名簿、高女、新制中学名簿、今宮中への交流生名簿、高校名簿、学校沿革、会長、
校長挨拶など）で、他１枚は高女校歌（ピアノ演奏、歌入り２曲）と高校校歌（ピアノ演奏のみ、歌入り計２曲）です。価格は2000円。送料200円
をご負担願います。
　今から申し込みをされる方には、新入会員（66期生）を加え、今年の３月末現在の会員データ最新改訂版を、総会終了後に制作し、発送いたします。
　申込方法は、今年度年会費納入用紙の通信欄に名簿希望を明記して、年会費と名簿代金の合計金額（4200円）を送金してください。白稜会事務局に
連絡いただいても結構です。同期会開催等に是非ご利用下さい。多くの皆様のご購入をお待ちいたしております。
　なお、旧バージョン名簿ＣＤ購入者の方は改訂版を1000円（校歌ＣＤ無し）にて販売いたします。

宴会100名様まで
承ります！

〒542-0085　大阪府大阪市中央区心斎橋筋1‒5‒7　グルメセレクションセーナ5F
地下鉄御堂筋線　心斎橋駅5番出口より徒歩3分

飲食事業部 営業時間　17:00～25:00　無休

Tel　06　6258　1828

株式会社　CONY　JAPAN（コニー・ジャパン）
住宅リフォーム
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２０１３年度ミニコンサート協賛金を戴いた方　一覧　Ⅰ　（順不同）
前田　由紀子
臼井　道子
徳久　勇二
當眞　信子
越野　義昌
安井　清子
伊藤　康子
井上　恵子
原田　裕子
竹内　佳也子
山本　松枝
翁長　良子
近藤　嘉秀
上田　三代子
中務　芳郎
守屋　寸美
日高　陽子
森本　泰次
豊島　令子
藤井　功生
北村　操
廣瀬　シズ子
仲田　トシ子
小出　豊子
早田　巖
押村　研爾
原　誠一
真鍋　幸雄
岸本　幸江
吉村　徳彦
小財　保子
山口　栄子
篠原　準治
宮本　崇子
松浦　眞智子
薬谷　礼子
吉田　正道
高橋　康夫
渋谷　光子
栗須谷　和子
曽我　佳子
田口　一宏
真鍋　喜代子
武内　孝一
増地　勝
平井　美佐
川村　紘一
大畠　元紀
高橋　信正
山田　和子
尾崎　昌司
尾形　好子
永田　洋子
三村　烈明
森本　紀代子
藤田　昌子
河野　正昭
永田　洋子
山岡　節次
河村　正代
稲森　正宏
上野　繁美
姫野　洋司
藤井　永貢子
高畠　智恵子
小西　芳江
田辺　育宏
河原　祥晁
梅原　京子
細井　修二
熊代　紘一
児玉　澄子
栃本　文男
姫田　幸市
島　征一郎
畑田　久美子
岩見　敬枝
平岡　昭雄
寺田　泰子
中辻　隆
大菅　興作

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

高江洲　義純
辻川　太代
仲野　孝治
芝原　朝子
森岡　正子
前野　恭子
松村　英子
阿部　和子
鈴木　恵子
中平　峰夫
和田　征子
内田　恵子
應谷　節子
斉藤　洋
青木　富枝
庄司　邦子
筒井　紀子
長迫　博美
宇井野　洋子
森岡　博子
相原　安津子
武智　美子
丸井　加代
山田　吉孝
嶋吉　よしの
立石　泰教
総田　順子
寺南　妙子
村岡　敏子
辻橋　睦子
稲田　香代子
広瀬　洸美
真島　房子
松田　智江子
荒木　英俊
川口　悦子
藤川　賀世子
岡本　武昌
荷見　睦子
島津　実
久米　幸枝
村岡　武雄
森川　賢一
酒井　豊
山口　秀雄
小川　輝隆
伊藤　美登利
河西　昌子
芝　美穂子
小山　武夫
横田　実
長見　洋子
柴田　幸子
中村　吉伸
北口　千栄子
中川　有三
鍛治　祥皓
長野　忠良
北條　宗圀
亀井　浩
樽井　一枝
斉藤　靖子
高千代　満子
鎌田　昭美
博多　哲也
中山　豊
岡村　寿美子
川西　はま子
久保　由記子
鈴木　戴子
真殿　晏武
周藤　敏子
杉田　みよ子
酒井　嵯知子
間島　進
酒向　千代美
小林　文英
奥野　豊太郎
渡壁　圭子
西岡　明賜
中路　郁子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

12
12
12
12
12
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15

南部　貴美子
田中　美那代
浜田　俊顕
青野　美智子
上林　喜久子
成山　晟
松本　昭二
須藤　照雄
末田　千恵子
川原　綾子
川端　喜一郎
橋本　定子
柴田　慶三
櫨林　雅江
幸田　寛
田川　智津子
竹山　利子
永守　良公
奈宮　満
池本　淑子
三好　義久
栗田　忠雄
加島　麗子
今井　伍一
粟本　圭一
近藤　弘美
安藤　佳代
近藤　延滋
塩崎　公子
山田　節子
楠瀬　声子
柿原　泰子
北谷　好子
八百谷　満男
兼盛　玲二
栗田　キヨノ
片貝　裕一
山本　泰夫
金沢　健三
広瀬　忠夫
松田　靖夫
中　忠夫
山本　百々代
馬場　令子
市川　光雄
松永　行雄
谷　正子
村岡　和子
河越　英明
北川　早智子
森井　保之
斉藤　暁弘
井上　隆夫
竹中　淑晴
木下　美枝子
仁田　須美
澤瀉　美代子
渡辺　紀代子
住澤　昭夫
宮崎　保春
比屋根　良江
平原　弘義
中村　芳子
菅沼　迪子
鎌田　照子
山崎　悦子
佐藤　三治
大野　登世
谷口　勝章
西村　恵美子
松本　正子
舘　弘子
園山　佳世子
沢田　和子
伊藤　光子
藤坂　タカ子
小寺　昌江
西岡　敏子
渋谷　幸子
勝浦　二郎
西田　正毅

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

奥村　勇
松葉　秀富
小谷　敏子
古川　幸子
前川　幸子
中上　紀久子
市岡　省三
堀内　茅津子
和田　種郎
植木　アヤ子
横田　順子
中島　徳郎
福野　三喜雄
本間　琢也
本間　千恵子
金川　朝子
吉見　禎二
松本　詔
辻　一江
上杉　和子
山内　敏男
靏　道子
村上　敬子
斉藤　美恵子
沢田　多喜子
秦　宏史
家田　明子
前田　惟和子
麓　冴子
薩美　智行
浜田　昭八
浜田　弘子
蔦村　英夫
志野　節子
太田　節子
長門　守
春名　園子
中山　艶子
山下　悦子
高崎　道子
中島　節子
吉村　登行
小名　ヤスエ
小川　重子
丸川　美郎
高嶋　二三子
小島　宏
長船　達也
飴谷　のり子
川上　恵美
上月　恵美子
池田　美佐子
吉川　恵三
福井　正
森田　早苗
藤村　哲夫
藤永　幸男
丹羽　誉雄
杉原　美代子
若月　源二郎
岡本　満子
福井　武雄
小島　栄子
渡辺　千代子
村上　和子
槇野　陽子
原田　博明
坂梨　政子
倉森　喜久子
中本　泰弘
太田　晴子
森　正己
西　勇
柴田　タミ
藤川　千恵子
大西　良枝
奥村　雍子
勝野　里子
澤村　義雄
本田　和弘
河田　允男

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

川野　清子
谷川　ヨシ子
雑賀　容子
宮脇　美智子
長谷川　多真子
松本　千恵子
庄司　ふさ子
里井　やす代
浅井　初子
東端　トミ
應谷　富士子
吉村　きよ
中西　和子
湯本　須美子
春田　達子
土田　喜美子
清水　美代子
湯浅　佳子
酒井　昭子
徳田　麻知子
檜垣　妙子
楠本　方子
本 荘　ヒサ子
仲　輝子
松本　章子
高住　八重子
奥谷　楢代
久宗　加代子
小林　時子
徳久　正子
阪井　静子
西沢　幸子
金内　寿子
近藤　艶子
廣瀬　道子
宮崎　元子
香川　好
山田　一子
松田　悦子
福田　信子
三宮　ならの
澤田　洋子
志手　千栄子
林　幸子
一木　磨須子
西田　英子
田所　裕英
横井　みち子
石原　千代子
佐竹　正江
中川　正子
白土　弘美
多田　秀子
森田　隆子
北野　春枝
山田　知子
黒田　好
行川　行子
柳生　恵美子
丸川　昌子
近藤　道子
森本　寿美子
嵯峨根　恒子
宇田　万喜子
塩月　定子
大村　スエ子
舞田　富子
三戸　安子
吉岡　晴美
山本　美恵子
横山　カヨ子
松原　智恵子
民野　和子
米倉　真子
吉武　クニ子
勝田　弘子
松本　昌子
江木　艶子
益　正行
黒葛原　勲
村田　欣也

髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
併設
併設
併設
併設
併設
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

19
19
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
22
22
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
24
24
24
24
24
23
23
23
23
24
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
教職員
一般
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女

4
7
10
10
10
11
11
11
12
12
12
13
13
13
13
13
13
13
14
14
14
14
14
14
14
15
15
15
15
15
15
16
16
17
17
17
17
17
17
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
19
19
19

西田　博
中村　貞道
安原　敏夫
中山　政一
大平　雄脩
坂　眞一郎
紀野　道子
土屋　優
小畑　和人
武田　一仁
間　清
杉山　栄一
塩飽　忠一
藤井　健次郎
堀江　博昭
早川　澄
木野村　文生
山崎　満彦
大井　文子
羽田　節子
岩瀬　フサ江
村田　澄枝
川崎　操子
遠藤　美津
加川　加奈子
筑瀬　勇美子
弓削多　昌子
畑中　和子
中島　照子
根津　朝子
安部　喜美子
古川　ツヤ
吉村　冨貴子
竹田　晴子
谷川　敏
前田　良子
成瀬　静子
吉田　延子
横田　美登里
素村　節
松田　あさ子
坂本　博子
大橋　静枝
桝谷　道子
杉本　和子
高森　福栄
真　ノブ
近藤　澄子
澤田　清子
松井　良子
片岡　孝子
長沼　信子
上之郷　さかゑ
小川　ます子
池上　信子
川端　智
五十君　美和子
内山　道代
岩本　幸子
道明　美知
山守　加代子
藤代　千恵
金谷　好子
辻野　キヨ子
岡本　美代子
石川　梓
稲井　光子
佐竹　末子
内山　タミ子
柴田　裕子
西原　昌子
神野　園子
木田　時子
大山　富美子
土取　千鶴子
椿井　英子
得田　美代栄
勝田　敬子
米田　文子
竹内　康
草薙　良子

（2013.12.21.　現在）



（13）　　平成26年（2014）年５月１日 白　　稜　　会　　報 第　61　号

２０１３年度ミニコンサート協賛金を戴いた方　一覧　Ⅱ　（順不同）

絵画修復会計〈平成25年度〉寄金を戴いた方一覧 平成25年　絵画修復協賛金を戴いた方一覧

（2013.12.21.　現在）

北村　文子
北村　克己
高津　和憲
隠地　礼子
今中　正行
後藤　薫
川村　久司
島　良二
芝　猛
岡田　俊司
石田　啓輔
八木　健夫
尾崎　真裕
田川　直美
岡本　三治
武林　冨二男
田井　美子
井西　享子
樋口　太郎
小林　敏行
代田　昌男
山下　敏男
若松　圭子
山本　純嗣
森本　宏子
馬渕　千鶴子
吉田　恵子
東　秀行
奥田　順子
田中　尚子
児玉　愛子
峰松　茂喜
木田　圭治
村中　真一
片木　武彦
井上　憲一
榊原　香
岡　京子
西原　紀子
原田　正美
向井　資正
吉久　美智代
神谷　仁志
金子　安実
富永　智子
岡本　好司
雲瀬　節治

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

25
25
25
26
26
26
26
26
26
26
26
26
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
27
28
28
28
28
28
29
29
29
29
29
29
29
29
30
30
30
31
31
31
31
31
31
32
32

田村　一夫
今木　智子
朝野　千秋
鳥居　俊宏
前田　美佐子
西岡　良子
土居　登
浜田　幸
西岡　良子
伊庭　まゆみ
林田　光平
勝部　浩明
鳥取　博
北林　まさみ
清水　徳二
太郎田　奈美
河村　みどり
内野　周子
小橋　賢子
中島　淳志
堀内　佳恵
阪本　晶
村岡　陽一
藤木　健二
尾方　春生
勝本　礼詞
坂本　健郎
村上　由美子
丹野　彬堅
谷川　侑花
谷川　知花
津賀　涼
山崎　祐雅
谷川　龍一

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

32
32
33
33
34
34
34
34
34
34
35
36
36
37
37
37
37
37
38
38
42
44
46
46
47
47
48
48
52
59
62
64
65
65

鹿嶽　元子
赤澤　景子
山本　静子
小川 　博司
俣野　恒雄
石坂　裕
矢野　義照
瓢野　晴比古
二宮　輝子
滝川　順子
藪本　恵美子
守屋　訓子
岡本　龍幸
山田　守雄
菊田　和子
浦岡　宏行
野田　啓次郎
平井　治徳
末広　彰伯
西野　恵子
竹内　俊夫
秋本　晴伸
津野　隆司
有田　隆行
山添　育三
大枝　俊夫
庄司　登志子
柳井　昌博
木村　京子
北岡　進
居関　通子
中内　綾子
吉田　紀子
中山　和彦
藁科　久子
宮本　鎮男
大前　辰雄
末友　良紀
平野　鈴代
咲村　智子
田尾　安志
杉井　伸一
妹尾　真紀子
門　正美
深尾　くみ子
糊井　一
斉藤　泰平
増田　安利
伊藤　伸幸
宇治　純子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

21
21
21
21
21
21
22
22
22
22
22
22
22
22
22
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
23
24
24
24
24
24
24
24
24
25
25
25

山西　律子
小野寺　道子
井上　俊一
藤原　悦子
寄本　恵子
今淵　由起子
湯原　政喜
浦岡　美幸
徳井　秀子
石本　治郎
土井　照子
安部　孝次郎
阿部　茂樹
岩崎　敏子
柴田　アユ子
畠中　ひろみ
平野　恵造
菱田　みよ子
馬越　孝治
森田　光恵
色田　光雄
神吉　健一
中島　博子
田端　節子
植田　真一
飯島　文子
中田　律子
金城　澄代
笠松　嘉男
久門　哲男
西村　千恵子
金沢　恵美
楚坂　正則
深川　正延
鎌尾　敏夫
村上　美貴代
松本　等
東　隆啓
久保田　隆士
大越　栄美子
桜井　三枝子
小林　洋子
高見　真由美
阪本　京子
福西　真理子
吉村　幸子
中島　百合子
伊藤　典子
塩山　和美
桑垣　久美子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

18
18
18
18
18
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
19
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21
21

荒木　三貴子
大野　養子
出口　洋子
余野木　麗子
坂井　昌子
堀家　公隆
三宅　ミドリ
大岡　慎和
三島　好子
山本　ゆきえ
床次　一夫
角尾　寿子
木村　喜代子
杉本　茂明
山県　禎一郎
前原　絹子
辻井　勝
児島　康孝
降旗　敏子
原　寛
石田　米子
老松　秀夫
浦中　亀久雄
山口　博己
妹尾　文博
広瀬　和幸
木村　正人
黒川　正則
川端　勝
公手　正
浅野 令子
山本　陽子
岡田　里美
竹尾　智代美
有元　居久子
和田　光平
石田　潤一
水山　隆夫
安藤　一郎
坊原　千代
田村　桂二
林　まさ子
村上　徹
庄司　元洋
尾﨑　暁子
新居　日枝
早田　修二
堀田　信二
伊吹　憲治
岩波　満

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
17
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18
18

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
16
17
17
17

吉田　敏子
直居　敏子
藤田　隆史
蔵楽　繁子
安井　多恵子
山本　千代子
鈴木　靖子
堀田　照子
佐々木　康夫
影山　規美恵
髙梨　靖彦
渡辺　慶子
玉置　紀子
田坂　貢二
田光　勲
中村　忠昭
植上　直
坂東　まゆみ
田中　章子
東　寿夫
谷口　靖弘
加藤　了子
田中　和敏
田中　加代子
金城　淑子
中西　晴子
沢崎　雄二
青木　道信
南　繁男
林　政江
大武　悦子
松宮　慶子
山本　雅子
松本　ゑつ子
今西　太市郎
勝藤　廸子
渡口　差知子
石井　良雄
神崎　透
佃　隆司
岡田　治
稲生　桂子
藤野　孝江
織田　志津江
水垣　勝広
内匠　彰子
大江　えみ子
市山　二郎
津﨑　秀子
谷口　和久

野口　維久子
西村　恵美子
河野　正昭
西嶋　三千代
尾形　好子
伊澤　庸子
村岡　敏子
長迫　博美
真殿　晏武
長見　洋子
堀田　志津代
三島　好子　

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

9
9
11
11
11
12
13
13
14
14
15
17

和田　公平
坪倉　慶子
浅野　令子
菱田　みよ子
吾田　治
楚坂　正則
桑垣　久美子
北岡　進
坂口　昌子
森本　宏子
浜田　幸
尾方　春生

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

18
18
18
19
20
21
21
23
23
28
34
47

西田　博
吉村　富貴子
木田　時子
竹内　康
檜垣　妙子
宮崎　元子
黒葛原　勲
秦　　宏史
市川　光雄
松永　行雄
山田　節子
菅沼　迪子

教職員
高女
高女
高女
高女
高女
高校
高校
高校
高校
高校
高校

13
18
19
20
21
3
4
8
8
8
9

吾田　治
中田　律子
飯島　文子
楚坂　正則
高見　真由美
桑垣　久美子
北岡　進
大村　邦子
井上　常子
坂口　昌子
坂谷　さゆり
近藤　道子
石田　啓輔
森本　宏子
藤本　育子
児玉　愛子
岡　　京子
金子　安実
岡本　好司
田村　一夫
雲瀬　節治
浜田　幸
北林　まさみ
中島　淳志
尾方　春生
15期同期会

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

20
20
20
21
21
21
23
23
23
23
23
24
26
28
28
29
30
31
32
32
32
34
37
38
47
15

河野　正昭
西嶋　三千代
尾形　好子
伊澤　庸子
河村　正代
辻川　太代
小西　芳江
寺田　泰子
内田　恵子
村岡　敏子
長迫　博美
森岡　博子
長野　忠良
真殿　晏武
長見　洋子
田坂　貢二
郡安　ひろ子
堀田　志津代
木原　陽子
三島　好子　
山本　ゆきえ
児島　康孝　
辻井　勝
和田　公平
坪倉　慶子
浅野　令子
岡田　里美
菱田　みよ子

高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

11
11
11
12
12
12
12
12
13
13
13
13
14
14
14
15
15
15
16
17
17
17
17
18
18
18
18
19

教職員
教職員
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
髙女
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校
高校

12
13
15
15
18
19
19
20
21
23
3
3
3
3
4
4
7
7
8
8
8
8
9
9
9
9

西田　博
山崎　満彦
根津　朝子
吉村　富貴子
田辺 豊子　
杉本　和子
木田　時子
土取　千鶴子
竹内　康
檜垣　妙子
宮崎　元子
森田　隆子
黒葛原　勲
前川　幸子
横田　順子　　
金川　朝子
沢田　多喜子
秦　　宏史
櫨林　雅江
今井　伍一
市川　光雄
松永　行雄
山田　節子
栗田　キヨノ
菅沼　迪子
鎌田　照子
野口　維久子
西村　恵美子

植木　アヤ子
家田　明子
住澤　昭夫
森岡　博子
中村　吉伸
中山　豊

高校
高校
高校
高校
高校
高校

3
4
9
13
14
14

真殿　晏武
浅野　令子
和田　光平
滝川　順子
咲村　智子

和田　公平
24期　同期会
高津　和憲
谷川　龍一
匿名　希望

高校
高校
高校
高校
高校

14
18
18
22
24

武田　一仁
大井　文子
前田　良子
木田　時子
勝田　敬子
多田　秀子

教職員
一般
髙女
髙女
髙女
髙女

13
18
19
23

ミニコンサート会計〈平成25年度〉寄金を戴いた方 一覧

渡辺　千代子
西村　恵美子
11期　同期会
前田　良子
酒井　豊
中村　吉伸

高校
高校
高校
高校
高校
高校

6
9
11
13
14
14

高校
高校
高校
高校

18
24
25
65

山崎　満彦
池田　トシ
佐藤　康子
木田　時子
本荘　ヒサ子
21期　同期会

教職員
高女
高女
高女
高女
高女

10
11
18
20
21

一般会計〈平成25年度〉寄金を戴いた方 一覧

誠に有り難うございました。
厚く御礼申し上げます。
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　名誉会長　池田忠良先生、会長　坂口良雄（18期）
副会長　安藤一郎（18期）井上俊一　中谷　彰　中嶋俊夫
水山隆夫　寺田隆彦　上垣国弘 宮崎　徹　山崎　稔（16期）
磯田保雄（21期）色田光雄（20期）河野健二（43期）
本年10月２日（木）奈良県秋津原ＣＣにて開催します。
（〆切７月10日）
プレー費￥１万3500円　参加費１万円
新規参加者は氏名・携帯電話・FAX番号・卒業期を葉書か
FAXで連絡お願いします

第２回　白稜会ゴルフ会

FAX（06）6551‒2744　幹事　金田まで
〒551-0021　大阪市大正区南恩加島１‒12‒20

金田建男（090‒8984‒2805）

大阪市大正区泉尾2丁目12番11号
ＴＥＬ　０６-６５51-7467
ＦＡＸ　０６-６５52-8885

制服の店マサキヤ

高校23期

〒550-0015　大阪市西区南堀江2丁目11番22号
電　話（ 0 6 ） 6 5 3 1 ‒ 2 0 0 1 ㈹
ＦＡＸ（ 0 6 ） 6 5 3 2 ‒ 6 6 4 8　
E-mail:hanazawa2001@vega.ocn.ne.jp

花　澤　雅　司代表取締役

花澤産業株式会社

株式会社和田金属

高校21期

高校33期

■本　　社/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目8番17号
　　　　　　TEL（06）6581-0779㈹　FAX（06）6581-0781
■第2工場/〒550-0025 大阪市西区九条南4丁目9番1号
■第3工場/〒550-0025 大阪市西区九条南3丁目13番6号
■香川営業所/〒769-2400 香川県大川郡津田町瀬の下
　　　　　　TEL（0879）42-2712

和　田　利　章代表取締役社長

　第１回幕内優勝　山崎　稔（16期）
　第１回十両優勝　井上　信一（18期）

〒551-0012
大阪市大正区平尾３丁目21番10号
電　話（06）6 5 5 4 ‒ 1 0 8 0 番
携　帯　０９０‒９９９４‒７２６６番

〈営業時間〉17：00～22：00　〈定 休 日〉水曜日

松　田　俊　光
まっちゃん

本　社　〒551-0031
　　　　大阪市大正区泉尾2丁目1番3号
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 1 ‒ 2 9 3 0
シート工場
　　　　電　話　0 6 ‒ 6 5 5 2 ‒ 4 7 4 5
　　　　F A X　0 6 ‒ 6 5 5 4 ‒ 2 5 1 6

㈱　ヤ　マ　ゾ　エ

トラックシート・テント看板装飾一式
ネーム入ユニフォーム、ヘルメット、
荷締機、ワイヤ、安全用具一式

〒550-0023　大阪市西区千代崎2丁目22‒6
　　　　　　ＴＥＬ　0 6 ‒ 6 5 8 1 ‒ 9 0 0 0
　　　　　　ＦＡＸ　0 6 ‒ 6 5 8 1 ‒ 7 2 0 1

末　友　良　紀代表取締役

トータルビルメンテナンス

株式会社 スエトモ

高校23期



（15）　　平成26年（2014）年５月１日 白　　稜　　会　　報 第　61　号

　

同
期
会
開
催
の
期
に
、「
同
期
会
助
成
金
」「
お

祝
い
金
」
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

　
「
同
期
会
助
成
金
」（
金
壱
万
円
）
の
受
け
取

り
は
、
白
稜
会
事
務
局
迄
お
越
し
下
さ
い
。（
同

期
会
開
催
か
ら
一
年
以
内
に
限
り
ま
す
）
但
し
、

事
前
に
事
務
局
ま
で
電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。（
高
女
の
方
は
ご
希
望
に
よ
り
お
送
り

致
し
ま
す
）

　

尚
、
そ
の
際
に
は
同
期
会
の
報
告
文
と
写
真

に
合
わ
せ
同
期
会
の
名
簿
も
提
出
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
白
稜
会
活
性
化
を
目
指
す
う
え
か
ら
、

事
務
局
へ
開
催
告
知
頂
き
ま
し
た
期
の
開
催
日

当
日
、
活
性
化
委
員
が
会
場
へ
出
向
い
て
会
の

現
状
説
明
と
ご
挨
拶
に
（
五
分
程
度
）
伺
わ
せ

て
頂
き
、
そ
の
際
に
は
「
お
祝
い
金
」
と
し
て

同
期
会
助
成
金
と
同
金
額
（
金
壱
万
円
）
を
お

渡
し
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
委
員
会

　

私
は
、
大
阪
の
味
噌
屋

の
娘
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

お
店
が
遊
び
場
で
し
た
。

年
末
に
は
、
魚
の
味
噌
漬

用
の
白
あ
ら
味
噌
や
、
お

正
月
の
食
卓
を
祝
う
雑
煮

用
の
白
味
み
そ
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
お
せ
ち
も
祖

母
と
母
が
作
り
販
売
。

日
々
、
大
き
な
鍋
で
野
菜

や
豆
を
煮
る
香
り
と
そ
の

音
の
中
で
育
ち
、
食
べ
る

こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も

に
。
そ
し
て
、
気
が
つ
く

と
栄
養
士
の
道
を
歩
ん
で

い
ま
し
た
。　

進
路
の
際

に
は
、
西
田
先
生
や
3
年

担
任
の
西
島
先
生
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
栄
養
士
と
し

て
、
40
年
勤
務
。
保
育
所

の
食
は
、
ま
さ
に
食
育
の

原
点
で
す
。
母
乳
、
ミ
ル

ク
に
始
ま
り
、
離
乳
食
で

咀
む
こ
と
を
学
び
、
幼
児

食
へ
。
食
事
の
変
化
と
呼

応
し
て
、
歯
や
口
腔
、
体

の
各
器
官
が
発
達
。
食
べ

物
と
体
の
深
い
繋
が
り
を

実
感
す
る
日
々
で
し
た
。

そ
し
て
、
寄
り
添
う
大
人

の
眼
差
し
と
愛
情
が
成
長

に
大
き
な
栄
養
と
な
る
こ

と
も
保
育
所
の
食
育
か
ら

学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
食
育
を
通
じ

て
、
体
の
話
の
紙
芝
居
を

保
護
者
の
方
に
す
る
と
大

好
評
。

　

大
人
に
な
る
と
、
食
べ

る
事
は
、
毎
日
の
忙
し
い

で
き
ご
と
の
中
で
、
案
外

無
意
識
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
で
す
。

（
病
気
に
な
っ
て
、
初
め

て
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
が
つ
く
と
い
う
場
合

も
多
い
の
で
は
！
？
）

　

さ
て
、
和
食
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
今
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
日
本
の
食
文

化
を
日
々
の
暮
ら
し
の
中

に
と
り
入
れ
て
い
る
か
ど

う
か
考
え
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

心
を
安
定
さ
せ
る
ミ
ネ

ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
、

海
草
、
味
噌
や
豆
、
魚
、

ご
は
ん
等
が
、
毎
日
の
食

卓
に
並
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
「
お
は

し
」
の
マ
ナ
ー
は
大
切
に

ま
も
り
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
地
域
自
治
会
の

男
性
の
料
理
教
室
に
参
画

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
料
理
は
材
料
、
手
順

な
ど
を
考
え
、
脳
の
活
性

化
に
な
り
、
楽
し
く
作
れ

ば
、
た
と
え
失
敗
し
て
も
、

お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
、
創

る
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
き
ま

す
。

　

人
生
は
一
回
き
り
！
！

ま
ず
は
健
康
か
ら
！
！
元

気
な
一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
、

朝
食
作
り
で
ス
イ
ッ
チ
オ

ン
。
そ
う
そ
う
、
発
酵
食

品
の
お
み
そ
汁
は
忘
れ
ず

に
。
（
手
前
み
そ
）

「
命
を
育
む
食
」

〜
卒
業
生
の
食
育
語
り
〜桑垣　

久
美
子

　

毎
年
の
同
期
会
が
平
成
17
年
か

ら
始
ま
っ
て
平
成
23
年
ま
で
７
年

間
続
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
諸
般

の
都
合
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
は
場
所
も
新
た
に
し
て

平
成

25
年
９
月
28
日
に
同
期
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
中
央
区
の
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
か
ら
、
西
区
肥
後

橋
の
中
華
料
理
「
徐
園
」
で
の
開

催
で
、
参
加
人
数
は
23
名
で
し
た

が
、
卒
業
以
来
同
期
会
初
参
加
の

人
が
３
人
も
花
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
も
通
り
、
同
期
生
の
動
向
、

先
生
方
の
話
し
に
花
が
咲
き
時
間

の
た
つ
の
も
忘
れ
、
話
し
に
夢
中

に
な
っ
て
食
事
を
し
な
が
ら
の
約

３
時
間
は
ま
た
た
く
ま
に
過
ぎ
ま

し
た
。
初
参
加
の
人
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
次
の
機
会
に
は
も
っ

と
大
勢
で
参
加
す
る
と
の
こ
と
。

幹
事
一
同
元
気
が
出
ま
す
。

　

来
年
度
は
幹
事
会
を
数
度
開
催

し
、
平
成
27
年
の
卒
業
50
周
年
記

念
開
催
に
向
け
て
精
力
的
に
準
備

を
い
た
し
ま
す
。
高
校
17
期
の
皆

様
、
次
回
の
卒
業
50
周
年
の
開
催

の
お
折
は
、
是
非
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

児
島　

康
孝　

市
山　

二
郎

50
周
年
に
向
け
て
集
う

高
校
17
期 

◆第８回ミニコンサート来場者
来賓 
同窓会 
ピアノ教室
はなづな
一般 
スタッフ

7
25
30
51
33
29
175

10
12
2
19
37
1
3
21
18
6

115
1
0
8

97
18
0
9

20
19
8
6
3
3
3
3

◆アンケート結果
お知りになられたのは？
案内チラシを見て
区民便りを見て
ホームページを見て
白稜会会報を見て
人から聞いて
懸垂幕をみて
泉尾高校
ピアノ教室
はなづな
その他

よかった
どちらとも言えない
よくなかった
未回答

演奏内容について

次回の開催について

ピアノ演奏の練習成果が感じられました⑵　コンサート継続に感謝⑵　クラシック音楽に親しみを
感じた⑵　４階まで上がるのが大変でした⑵　パソコン教室に参加して良かったです⑵　歌曲の訳詞
があれば⑵　ピアノと管弦楽器の競演を⑵　女声合唱〈はなづな〉さんの再演を⑵　混声合唱も⑵
　プロピアニストの出演を⑵　沖縄民謡を⑵　田中勉さんに次回も出演を⑵細井貴美子さん素晴らし
かった(1) 空調音が高かった⑴　スポット照明を⑴　最後の挨拶が長い⑴スタインウェイピアノの一
般開放を⑴　メディアの取材を⑴　開催を増やしてほしい⑴　田中勉さんにもっと曲目を⑴　ピアノ
演奏を多く⑴　オペラの曲を⑴　日本民謡を⑴ 

参加したい
どちらとも言えない
参加したくない
未回答

ご要望・ご意見があれば
田中勉さん、生の歌声は迫力があり素敵でした
女声合唱＜はなづな＞さん、素晴らしかった
在校生の出演を（卒業生含む）
ピアノ演奏が良かった
在校生、職員の方の応対、案内が気持良かった
地域の方々の参加は良い
会場で合唱できるコーナーを
小、中学生の演奏を続けて

第
８
回
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
来
場
者
・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

宿泊・宴会・婚礼・お食事に…

〒540-0029　大阪市中央区本町橋 2-31
ＴＥＬ
宿　　泊
宴会予約
レストラン

06-6947-7702
06-6947-7888
06-6947-7867

ＵＲＬ　www.cityplaza.or.jp　　　

高
校
21
期

同
期
会
助
成
金
の
お
知
ら
せ

（回答数124名）
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中高連絡会・中学校訪問・学校説明会          平成25年度取組み

Ⅰ　学校説明会

≪校内≫
・第１回学校説明会（10/26)　←　参加者71名　（昨年度81名）
・追加の学校説明会（11/16)　←　参加者27名　（昨年度　－　名）
・第２回学校説明会（11/29)　←　参加者54名　（昨年度76名）
・第３回学校説明会（３/３)　←　参加者26名　（昨年度２名）
・12月中の学校見学及び説明
・１月中の学校見学及び説明
・２月中の学校見学及び説明明
※12月から３月３日までの学校見学及び説明は、随時受け付ける。

≪校外≫
・2014公立高校進学フェア　←　参加者99名（昨年度37名）
・大東市公立高校説明会　←　参加者37名（昨年度21名）
・平成25年度高校説明会（旧第３学区）←　参加者43名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年度76名）
・鶴見区ＰＴＡ協議会高校説明会　←　参加者19名（昨年度15名）
・港区ＰＴＡ協議会主催説明会　←　参加者11名（昨年度14名）
・城東区ＰＴＡ協議会進学説明会　←　参加者27名（昨年度３名）
・第１回　進学フェア　2014in都島　←　参加者４名（昨年度　－　名）
・都島中学校の「進路説明会」３年生全員＋保護者（若干名）　

◇校内外の学校説明会参加者は、中学生・保護者・中学校教員を
　合わせたものである。

◇校外の学校説明会においては、全教員に最低一回の参加を依頼
　した。

◇全体会と授業体験で計４回、ＤＳを使用した。参加生徒の事後
アンケートにおいても、大変好評であった。

Ⅱ　中高連携
　日頃より中学校との情報交換を密に行うことが重要であるた
め、７月24日（水）、生徒の出身中学校（62校中18校）の先生
方に来校していただき、１年生（希望があれば２・３年生につ
いても）についての情報交換・意見交流をおこなった。

Ⅲ　中学校等の訪問
・８月下旬から９月中旬：全教員で142校の中学校を訪問（第
１回学校説明会の案内を兼ねて）
◇学区撤廃のため、訪問校を増やした。（昨年度は113校訪問）
・９月中旬から11月下旬：校長・教頭・首席・教諭（４名）で、
79校の中学校と13の塾を訪問【中学校のべ訪問数は221校】

Ⅳ　情報発信　
・ＨＰの年間更新回数は、122回であった。また、“まちcomi
メール”の年間配信回数は33回で、概ね週１回のぺースで学校
情報の送信を行った。
・新たに学校パンフレットやポスターを作成した。また、学校
紹介ＤＶＤも 昨年度に作成されたものをバージョンアップし、
タブレット端末に入れるなどして、校内外の学校説明会で活用
した。

 　

泉
尾
高
校
の
図
書
委
員
会
活
動

は
徐
々
に
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
〝
図
書
新
聞
〞

を
作
り
、
先
生
方
や
生
徒
の
皆
さ

ん
に
お
薦
め
の
本
の
紹
介
文
を
書

い
て
も
ら
い
紹
介
す
る
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
27
日
〜
11
月
9
日
の
全
国
の

図
書
館
や
書
店
で
読
書
を
推
進
す

る
期
間
（
読
書
週
間
）
に
合
わ
せ

て
、
図
書
委
員
で
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を

作
り
、
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
図

書
新
聞
の
内
容
を
考
え
た
り
、
Ｐ

Ｏ
Ｐ
作
り
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
な
か
な
か

の
で
き
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

現
在
、
図
書
館
は
、

　
　
　
　
　

図
書
委
員
が
輪
番
で

　
　
　
　
　

カ
ウ
ン
タ
ー
当
番
を

　
　
　
　
　

行
い
、
月
・
水
・
金

　
　
　
　
　

の
昼
休
み
に
開
い
て

　
　
　
　
　

い
ま
す
が
、
来
年
度

は
開
館
日
数
を
さ
ら
に
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
目
標
は
、
も
っ
と
多
く

の
生
徒
に
図
書
館
の
事
を
知
っ
て

も
ら
い
、
多
く
の
生
徒
が
ラ
ッ
ク

ス
し
て
の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る
空

間
に
す
る
こ
と
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

本
を
購
入
す
る
予
算
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
本
の
寄

贈
を
募
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
、
是
非
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
委
員
会
活
動

田
村
　
巧
（
１
年
４
組
）

新　
図
書
委
員
長

　９月27日（金曜日）に校内の緑化運動を行い
ました。
ＰＴＡ役員の方をはじめ、本校の生徒会・各ク
ラスの生活委員・園芸同好会・有志の生徒が協
力し、花の植え替えやプランターの設置、水や
りまで行いました。
これらがいつか満開に咲き、泉尾高校をより一
層明るく華やかにしてくれることを期待します。

校内 　緑 化 運 動

　９月５日（木曜日）に行われた「大阪880万
人訓練」に合わせて、地震・津波を想定した防
災避難訓練を実施しました。東日本大震災の教
訓を踏まえ、より実践的な防災教育を行うため、
学校防災アドバイザーや地域防災担当者の方に
企画の段階から参加していただきました。
　訓練では避難経路の確認だけでなく、傷病者
対応や近隣住民の受け入れも行いました。より
よい防災教育のため、これからも地域との連携
を深めていきたいものです。

校内 　防 災 避 難 訓 練





母
校
は
今
　
ク
ラ
ブ
活
動

母
校
は
今
　
ク
ラ
ブ
活
動
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★
サ
ッ
カ
ー
部

　

昨
年
度
練
習
試
合
を
10
試
合
程

度
行
い
、
公
式
戦
に
も
２
回
出
場

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
の

３
年
生
が
卒
業
後
、
11
人
に
部
員

が
足
り
ず
、
練
習
試
合
も
行
え
て

い
ま
せ
ん
。
夏
季
休
業
中
は
、
近

く
の
泉
尾
工
業
高
校
と
合
同
練
習

を
行
う
な
ど
、
次
の
新
入
生
の
入

部
に
期
待
し
元
気
に
グ
ラ
ン
ド
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

★
硬
式
野
球
部

　

体
育
コ
ー
ス
が
始
ま
り
、
4
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
大

会
1
勝
を
目
標
に
努
力
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
夢
は
今
年
度
へ
と

持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
3
年

生
が
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
（
1
・

2
年
生
）
は
11
名
と
少
な
い
人
数

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
の
で
、
球
場
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

3
年
生
が
引
退
し
て
し
ま
う
と

部
員
が
１
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
正
直
あ
ま
り
練
習
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
大

好
き
な
の
で
、
今
年
は
部
員
を
増

や
す
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
り
、

他
校
と
の
練
習
を
し
た
り
し
て
、

廃
部
に
な
ら
な
い
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。
練
習
は
体
育
館
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
経
験
者
の
方
は

練
習
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
。
応
援
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

★
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

現
在
部
員
は
2
年
生
1
名
で
す

が
、
毎
週
土
曜
日
は
泉
尾
工
業
高

校
と
の
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
泉
尾
工
業
と
合
同
で
練
習
試

合
や
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
西
地
区
公

立
校
大
会
に
も
泉
尾
工
業
と
の
合

同
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

現
在
部
員
は
２
年
生
１
名
、
１

年
生
２
名
の
計
３
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
引
退
し
た
３
年
生
４
名

を
含
め
た
７
名
で
参
加
し
た
大
会

で
は
、
経
験
を
積
む
ご
と
に
チ
ー

ム
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
年
に
３
回
の
公
式
戦
以
外

に
も
招
待
試
合
や
練
習
試
合
な
ど

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

★
ラ
グ
ビ
ー
部

　

昨
年
、
3
年
生
が
1
人
少
人
数

校
近
畿
選
抜
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

3
年
生
1
人
2
年
生
2
人
と
少
人

数
な
が
ら
も
個
々
で
練
習
を
頑
張

り
ま
し
た
。
3
年
生
が
引
退
し
て

2
年
生
2
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
の
少
人
数
校
近
畿
選
抜
の

1
次
試
験
も
1
人
通
過
し
て
い
ま

す
。

チ
ー
ム
状
況
は
、
去
年
の
秋
の
大

会
ま
で
合
同
を
組
ん
で
い
た
旭
高

校
が
単
独
チ
ー
ム
に
な
っ
た
の
で
、

新
人
戦
か
ら
は
泉
尾
工
業
・
昇
陽

高
校
・
西
野
田
工
科
高
校
・
今
宮

工
科
高
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

OB
戦
は
、
8
月
の
2
週
目
と
11
月

の
1
週
目
の
そ
れ
ぞ
れ
日
曜
日
に

行
う
予
定
で
す
。
OB
の
皆
様
、
今

年
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

★
陸
上
部

　

今
年
度
1
年
生
5
名
が
入
部
し
、

男
子
の
み
7
名
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
府
大
会
へ

の
進
出
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。
4
×
100
m
R
、
4
×

400
m
R
に
は
、
泉
尾
高
校
と
し
て

6
年
ぶ
り
の
公
式
戦
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
勝
て
る
チ
ー
ム
に
な

る
よ
う
チ
ー
ム
の
絆
を
大
切
に
練

習
し
て
い
ま
す
。

★ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

人
数
が
少
な
く
、
残
念
な
が
ら

活
発
な
活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

部
員
募
集
中
。
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ
こ

と
で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
出

て
き
ま
す
。「
楽
し
く
な
け
れ
ば
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
！
」
そ

ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

今
年
度
も
、
男
子
部
員
４
名
、

女
子
２
名
と
い
う
少
人
数
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
夏
休
み
も
毎

日
こ
つ
こ
つ
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

練
習
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
整
備
を
は
じ
め
、
周
辺

の
清
掃
美
化
に
も
努
め
、
練
習
出

来
る
こ
と
に
感
謝
し
て
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
校
内
だ
け
で
な
く
、

他
校
と
交
流
を
深
め
、
合
同
練
習

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
１
つ
で
も
公
式
戦
で
勝
利
で
き

る
よ
う
、
継
続
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
書
道
部

　

３
年
生
３
名
、
２
年
生
１
名
の

計
４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
高

校
で
始
め
た
初
心
者
ば
か
り
で
す

が
、
日
々
努
力
し
上
達
し
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
本
年
度
も
２
名
の
部

員
が
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行

い
ま
し
た
。
人
前
に
立
つ
こ
と
が

苦
手
で
し
た
が
、
挑
戦
し
た
事
に

よ
り
自
信
が
つ
き
、
来
年
度
も
や

り
た
い
と
や
る
気
満
々
で
す
。
現

在
３
年
生
は
引
退
し
２
年
生
だ
け

に
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
部

員
を
増
や
し
文
化
祭
に
向
け
て
練

習
を
頑
張
り
ま
す
。

★
漫
画
研
究
部

　
（
マ
ン
ケ
ン
）
は
週
２
回
活
動

し
て
い
ま
す
。
部
員
は
新
３
年
生

が
１
名
、
新
２
年
生
が
５
名
在
籍

し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な

分
野
の
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

て
い
ま
す
。
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

文
化
祭
で
驚
異
室
を
借
り
切
っ
て

の
展
示
会
で
す
。
他
に
も
、
各
学

期
に
１
冊
、
部
誌
を
発
行
し
て
、

部
員
の
作
品
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
て
、
地

道
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
吹
奏
楽
部

　

平
成
25
年
度
は
、
新
入
部
員
２

人
で
始
ま
り
ま
し
た
。
楽
器
の
修

理
や
物
品
も
購
入
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
校
内
で
の
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
演
奏
会
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
部

員
を
増
や
し
て
、
演
奏
会
な
ど
に

参
加
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

★
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
部

　

現
在
、
男
子
1
名
・
女
子
2
名

の
計
3
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
お
も
に
調
理
と
裁

縫
で
、
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
ハ
ン
バ
ー
グ
や
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
そ
し

て
ク
リ
ス
マ
ス
の
と
き
は
お
菓
子

の
家
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
の
春

休
み
は
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
の
洋
服
づ

く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
少
人
数
で
す
が
、

い
つ
も
楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

★
軽
音
楽
部

　

1
年
生
7
名
・
2
年
生
5
名
の

計
12
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
新

入
生
歓
迎
会
・
春
季
校
内
ラ
イ

ブ
・
文
化
祭
・
冬
季
校
内
ラ
イ
ブ

な
ど
校
内
の
活
動
に
加
え
て
、
2

年
生
・
引
退
し
た
3
年
生
が
大
正

区
役
所
主
催
の
区
民
音
楽
祭
に
出

演
し
ま
し
た
。
現
在
、
バ
ン
ド
ご

と
で
は
な
く
合
同
で
練
習
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
バ
ン
ド
や
学
年
の

枠
を
超
え
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
。

★
演
劇
部

 

　

2
年
生
４
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
25
年
度
の
文
化
祭
で
は
、

数
年
ぶ
り
に
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
1

名
の
助
っ
人
と
と
も
に
ハ
ム
レ
ッ

ト
を
演
じ
ま
し
た
。
と
て
も
長
い

台
詞
で
覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た

が
、
当
日
は
、
見
て
い
た
だ
い
た

方
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
自
分
た
ち
な
り
に
満
足
の
い

く
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
人
数
も
少
な
く
思
う
よ
う
に
練

習
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
も

文
化
祭
で
の
発
表
に
向
け
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

！！！！



　

今
年
度
は
、
110
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
２
月

末
現
在
で
、
進
学
は
、
四
年
制
大
学
13
名
、
短

期
大
学
3
名
、
専
門
各
種
学
校
18
名
で
、
計
34

名
で
す
。

　

就
職
は
、
学
校
斡
旋
で
27
名
の
就
職
が
内
定

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
が
ん
ば
っ
た
学
校
斡
旋
希
望
者
は
全
員
内
定

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
66
期
生

の
担
任
副
担
の
教
員
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
面
接
練
習
等
で
熱
意
を
も
っ

て
指
導
し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
現

時
点
で
の
未
定
者
数
は
4
9
名
で
す
が
、
こ
の

う
ち
縁
故
等
で
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
生
徒
も

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
求
人

数
が
全
国
的
に
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
1
月
末
で
求
人
倍
率
は
1.49
倍
で
、
昨
年
よ

り
も
増
え
た
と
は
い
え
、
高
校
生
の
就
職
は
な

か
な
か
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

職
種
を
見
ま
す
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
事
務
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
販
売
は
横
ば
い
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

介
護
職
が
い
ぜ
ん
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
生
徒

の
希
望
と
合
致
し
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
か

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
年
は
10
月
を

過
ぎ
て
製
造
関
係
の
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
求
人
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
来
年
に
向
け
て

明
る
い
材
料
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

末
尾
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
同
様
、
以
前

か
ら
ご
縁
の
あ
る
企
業
、
卒
業
生
が
活
躍
し
て

い
る
企
業
か
ら
は
今
年
も
多
く
の
求
人
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

進
路
指
導
部　

秋
山
裕
倫

（
医
）
錦
秀
会

㈱
コ
ノ
ミ
ヤ

三
和
鋼
管
㈱

㈱
シ
ェ
ル
石
油
大
阪
発
売
所

（
社
福
）
秀
生
会
ザ
イ
オ
ン

㈱
杉
江
商
会

㈲
ス
マ
イ
ル

高
田
鋼
材
工
業
㈱　

㈱
中
央
軒

中
海
鋼
業
㈱

㈱
ニ
ッ
タ
ン

㈱
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
西
日
本
事
業
部　

㈱
ノ
ム
ラ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
社
福
）
ビ
ー
ナ
ス
福
祉
会

㈱
ピ
ー
ス
ク
ル
ー
ズ

㈱
福
寿
堂
秀
信

間
口
運
輸
㈱

㈱
美
々
卯

吉
川
運
輸
㈱

【
4
年
制
大
学
】

大
阪
学
院
大
学

大
阪
国
際
大
学

大
手
前
大
学

鈴
鹿
国
際
大
学

太
成
学
院
大
学

帝
塚
山
学
院
大
学

東
亜
大
学

阪
南
大
学

プ
ー
ル
学
院
大
学

【
短
期
大
学
】

関
西
女
子
短
期
大
学

常
磐
会
短
期
大
学

東
大
阪
大
短
期
大
学

【
専
門
各
種
学
校
】

エ
コ
ー
ル
辻
大
阪
校

Ｅ
Ｓ
Ｐ
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

Ｅ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

大
阪
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン

大
阪
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院

大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校

大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト

大
阪
ダ
ン
ス
＆
ア
ク
タ
ー
ズ

大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

大
阪
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ

関
西
美
容

キ
ャ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ

創
造
社
デ
ザ
イ
ン 

ベ
ル
ェ
ベ
ル
ビ
ュ
テ
ィ
ー

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ル
・
ト
ー
ア
東
亜
美
容

【
就
職
】

（
公
財
）
浅
香
山
病
院

㈱
梅
田
精
密

㈲
大
野
原
有
機
農
業
研
究
会

㈱
オ
フ
ィ
ス
シ
ャ
ッ
ツ
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★
将
棋
部
（
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
部
）

　

現
在
２
年
生
１
名
、
１
年
生
４

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
卒
業
予

定
の
３
年
生
は
、
３
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
昨
春
に
旧
３
年
生
３

人
が
卒
業
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
新
し
く
１
年
生
が
４
名
入
部
し

て
、
合
計
８
名
ま
で
部
員
が
増
え

ま
し
た
。
昨
夏
に
は
、
２
回
目
の

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
文
化
祭
で

は
、
恒
例
の
将
棋
体
験
や
合
宿
の

写
真
展
示
に
加
え
て
、「
あ
げ
ま

き
（
日
本
伝
統
の
お
守
り
）」
の

作
成
体
験
も
行
い
ま
し
た
。
特
別

賞
も
頂
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、

将
棋
以
外
の
種
目
も
加
え
た

「
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
部
」
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
部
員

増
を
期
待
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

★
園
芸
同
好
会

　

25
年
度
の
5
月
に
同
好
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
校
が

緑
や
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
、

毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
で
球

根
や
花
の
苗
を
植
え
る
の
も
と
て

も
楽
し
く
、
生
活
委
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
と
協
力
し
た
り
、
花
い
っ

ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し

た
り
し
ま
し
た
。
校
舎
周
り
が
緑

で
美
し
く
な
る
の
を
見
て
、
心
が

豊
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
活
動
を
続
け
部
に
昇
格
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
五
十
音
順
）
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33
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6
8
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H.23

3
31
4
13
6
6
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2
4
6
9
0
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H.24

7
23
8
5
2
7
8
5
1
0
2
5
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7
34
0
16
0
2
1
11
5
0
6
3
―
―
85

H.23

4
36
0
10
0
0
3
8
8
2
6
7
―
―
84

H.24

10
16
0
5
0
2
9
5
11
4
4
7
7
7
87

181
593
33

178
528
31

161

34

H.25運動クラブ部名

陸　　上
硬式野球
ソフトテニス
サッカー
男子バスケット
女子バスケット
バレーボール
バトミントン
剣　　道　
卓　　球
柔　　道
ラグビー
水　　泳

文化クラブ部名

放　　送
軽　音　楽
美　　術
パソコン
Ｅ　Ｓ　Ｓ
吹　奏　楽
茶　道　部
書　　道
漫画研究
演　　劇
ﾊﾝﾃﾞｨｸﾗﾌﾄ
将　　棋
テーブルゲーム
園芸同好会

クラブ部員数　加入率（平成23～25年度）

部員数　計
在籍数
入部率（％）

泉尾高校校内食堂
高校体育館１階

TEL　06－6555－5574
AM11:00～　食事可



於　母校４階　聴覚教室　入場無料
今秋の11月に、母校４階・視聴覚教室でミニ
コンサートを開催致します。　お問い合わせは、
10月初旬以降に白稜会・泉尾高校ホームページ、
白稜会事務局、泉尾高校までお願います。協賛
金のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　 　　　（ミニ コンサート実行委員会）

第９回ミニコンサート開催！

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
盛
大
に
開
催

　

母
校
所
蔵
の
世
界
の
名
器
・
ス

タ
イ
ン
ウ
エ
イ
ピ
ア
ノ
の
修
復
記

念
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
教
育
関

係
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、
大
正
区

長
、
同
窓
生
、
教
職
員
、
大
正
区

の
地
域
の
方
々
が
、
百
五
十
名
近

く
詰
め
か
け
、
満
席
の
盛
況
の
中
、

幕
を
開
け
た
。

　

今
年
は
地
域
の
交
流
を
目
指
し

て
大
正
・
中
央
区
内
の
ピ
ア
ノ
教

室
か
ら
、
小
中
学
生
徒
他
、
の

方
々
に
出
演
い
た
だ
き
、
第
２
回

か
ら
７
年
連
続
出
演
の
田
中　

勉

氏
の
バ
リ
ト
ン
独
唱
、
女
声
合
唱

「
は
な
づ
な
」
の
コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア

ノ
演
奏
、
連
弾
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
り
、
演
奏
者
と
聴
衆
が

一
体
と
な
り
、
音
楽
の
素
晴
ら
し

さ
に
大
い
に
感
動
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
す
ご
し
た
。

平成26年（2014）年５月１日　　（20）第　61　号 白　　稜　　会　　報

於   

母
校
４
階　

視
聴
覚
教
室

第
８
回

第
８
回①女声合唱「はなづな」

　　　 指揮　横山　かよ子      

　三つの汽車のうた　浜千鳥　どんぐりころころ
　走る　母　他

②バリトン独唱　田中 勉

　　　 ピアノ伴奏　　原 真奈美
　中国地方の子守唄　五木の子守唄　百姓唄
　親愛なる森　あなたへの愛を捨てることは
　お願いだから愛する人よ　泣かないお前
　禁じられた音楽、他

③ピアノ演奏 ＜独奏＞ ＜連弾＞

　（大正区内ピアノ教室）
　吉村　純麗　吉村　美桜  吉村　大成
　服部 七々実　廣瀬 如乃　細井 貴美子
　中島　尚子
　（中央区内ピアノ教室）
　木本　真実

第８回 ミニコンサート
プログラム

　

昨
年
十
月
五
日
（
土
）
、
母
校
視
聴
覚
教
室
で
「
大
阪
府
立
泉
尾
高
等
学
校

第
八
回
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
実
行
委
員
会
主
催
、
泉
尾
高
校
同
窓
会
白
稜
会
、

泉
尾
高
校
、
泉
尾
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
で
開
催
さ
れ
多
く
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
た
。
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